
1召和44年 12月 238第 3樟郵便物認可昭和51年 5月 1日 発行毎 月 l Fn1 1日 発行

日本バ ドミントン協会

バ撻ンlレ界
79説

轟
‐,

ゴ
Ｊ

「

―

卜
Ｌ
Ｉ



全日本男子バ ドミントン

t -)v7? - 9'/tv7'76

(E∃ )

am 10:30～
pm 4:001で

国立競技場代々木第 2体育館
一 般 ¥200
高校生 ¥100
(中学生以下無料 )

主催 日本バ ドミン トン協会
後援 東京12チ ャンネル



NO.79

1976年 5月 号 目次

表紙撮影,本文中写真・ 山田真市,読者,イ ラス ト・中島 潔

●第10回世界男子バ ドミントン選手権大会アシア地区決勝

マレーシアに惜敗, インターゾーン出場ならず…………2

銭谷の単,飯野・土田の複全敗の誤算

●現地取材リポート

“王国"のバ ドミントンとスポーツ界一――後藤忠弘…………………3

●特別寄稿=夜明けの時代を,ヽ、りかえって

わが国バ ドミントンの発祥 と協会発足の回想――拡田兼敏………6

◆連載◆お母さんや子供のパ ドミントンのためのシリーズ 。第 3回

ラケ ッ ト遊 びの方法――一―伊藤基記… … … …… … … … … …… …10

●第 4回全日本実業団 。学生バ ドミントン選抜大会

電電東京, 日本女子体育大学力滞Jす………………………・29

◆新連載◆日本教職員バドミントン連盟編

審判に関する100問集 …………………………………………・32

●第7回ユーバー杯大会日本チーム監督として=最終回

選手・スタッフに感謝…………………………………………………34

目で見る技術講座……………………………………………14

◆各地のたより◆北から南から

堀川気をは<(新潟)・ NKKガ辛勝(広島)・…………………………………・・8

ベテラン三宅単複制す(岡出)・ 曰韓の友好深める(石川)・・…………………・12

●昭和51年度日本バ ドミントン協会検定検査用具一覧表……………………38

●大会予定カレンダ………………………………………………………………40

バ ドミントン界
THE BADM:NTON WORLD



第
１０
回
世
界
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

（ト
マ
ス
杯
）
大
会
ア
ジ
ア
地
区
決
勝
　
４

・
２
～
３

第
１０
回
世
界
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権

（ト
マ
ス
杯
）
大
会
ア
ジ
ア

地
区
決
勝
の
日
本
対
マ
レ
ー
シ
ア
の

試
合
は
、
４
月
２
日
、
３
日
の
両
日

マ
レ
ー
シ
ア

・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

の
ネ
ガ
ラ

・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ

た
。イ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
出
場
を
ね
ら
う

日
本
は
コ
ー
チ
兼
任
の
小
島
を
申
心

に
試
合
に
臨
み
、　
マ
レ
ー
シ
ア
も
過

去
四
回
の
優
勝
の
意
地
に
か
け
、
新

人
を
登
用
し
た
布
陣
で
対
戦
し
た
。

日
本
は
第

一
日
で
先
手
を
取
り

一
気

に
逃
げ
こ
む
目
算
で
あ
っ
た
が
、
第

一
日
で
１
１
３
と
リ
ー
ド
を
奪
わ
れ
、

残
る
第
二
日
も
２
１
３
と
敗
れ
、
結

局
３
１
６
の
ス
コ
ア
で
惜
敗
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
と
な
る
は
ず

で
あ
っ
た
銭
谷
の
シ
ン
グ
ル
ス
、
飯

野

・
土
田
組
の
ダ
ブ
ル
ス
が
い
ず
れ

も
連
敗
を
喫
し
た
の
が
大
き
な
誤
算

で
あ
っ
た
。
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´
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６
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現
地
取
材
リ
ポ
ー
ト

″王
国
″
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
ス
ポ
ー
ツ
界

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
ど
の
よ
う
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
技
な
の
か
。
エ

リ
ー
ト
育
成
の
底
辺
と
も
い
つ
べ
き

一
般
市
民
、
つ
ま
り
は
大
衆
レ
ベ
ル

ヘ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
と
け
込
み
方

を
見
た
い
と
、
で
き
る
だ
け
注
意
を

払
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
短
い
滞
在
、

そ
れ
も
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
が
ほ
と

ん
ど
、
と
い
つ
事
情
で
、
当
初
、
意

気
込
ん
で
い
た
ほ
ど
に
は
、
材
料
を

集
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と

を
、
お
断
わ
り
し
て
お
い
て
―
―

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

宿
合

・
カ
ル
テ
ィ
カ

・
チ
ャ
ン
ド

ラ
の
一
帯
は
、
い
わ
ば
新
開
地
。
道

路
を
へ
だ
て
た
向
い
側
は
原
っ
ぱ
で

あ
る
。
こ
こ
へ
、
夕
方
、　
一
定
の
時

刻
に
な
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
向

か
っ
て
左
手
で
は
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

右
手
、
つ
ま
り
宿
合
の
真
ん
前
で
は

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
る
。

バ
レ
ー
は
、
よ
く
見
て
い
る
と
六

人
制
ル
ー
ル
だ
が
、
コ
ー
ト
？
に
入

る
人
間
は
制
限
な
し
ら
し
く
、
サ
ツ

カ
ー
の
方
も
、
広
さ
だ
け
は
た
っ
ぷ

り
あ
る
が
、
攻
守
Ｈ
人
ず
つ
で
や
つ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
選
手
は

一

見
、
子
供
た
ち
と
思
っ
た
が
、
そ
ば

へ
行
っ
て
み
る
と
、
け
っ
こ
つ
大
入

た
ち
も
ま
し
っ
て
い
た
。

２
個
の
ポ
ー
ル

（サ
ッ
カ
ー
、
バ

レ
ー
）
と
、
あ
り
あ
わ
せ
の
棒
に
張

っ
た

一
枚
の
ネ
ッ
ト
。
た
っ
た
こ
れ

だ
け
の
用
具
で
、
ま
あ
、
ざ
つ
と
四

五
十
人
が
、
日
没
ま
で
遊
べ
る
。
な

に
も
、
外
国
に
来
て
感
心
し
な
く
て

も
、
自
分
自
身
の
子
供
時
代
、
日
本

は
み
な
、
こ
つ
だ
っ
た
し
や
な
い
か

と
、
思
い
出
し
て
苦
笑
し
た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
着
い
て
早
々

目
に
入
っ
た
の
が
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
以

外
の

″社
会
体
育
″
と
は
、
さ
さ
や

か
な
が
ら
シ
ョ
ツ
ク
。

「ど
つ
か
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
や
っ
て
る
は
ず
」

と
、
山
田
カ
メ
ラ
マ
ン
を
誘
い
、
そ

の
広
っ
ぱ
の
方
に
行
っ
て
み
た
。

実
は

「郊
外
の
お
金
持
ち
の
邸
宅

で
は
、
庭
の
一
角
を
ツ
タ
で
囲
み
、

し
ゃ
れ
た
戸
外
コ
ー
ト
を
つ
く
っ
て

社
交
場
に
し
て
い
る
所
も
あ
る
」
と

聞
い
て
い
た
か
ら
だ
。
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
小
宮
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
理
事
長
の
旧
友

（慶
大
時
代
ダ

ブ
ル
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
）
で
、
現
在

は
こ
こ
で
実
業
家
と
し
て
名
を
あ
げ

て
い
る
イ
ス
マ
イ
ル
・
ア
プ
カ
シ
ム

氏
だ
。
話
が
横
道
に
そ
れ
る
が
、
同
氏
は

わ
れ
わ
れ
の
滞
在
中
、
自
分
の
仕
事

を
休
ん
で
、
ほ
と
ん
ど
連
日
、
親
身

に
な
っ
て
世
話
を
し
て
く
れ
た
。
同

氏
が
留
学
生
と
し
て
慶
大
に
い
た
の

は
、
い
ま
か
ら
二
十
数
年
前
、
つ
ま

り
戦
後
間
も
な
く
の
昔
だ
が
、
日
本

語
を
ま
ず
は
不
足
な
く
、
い
ま
で
も

話
す
。
英
語
も
つ
ま
か
つ
た
。

で
、
こ
の
イ
ス
マ
イ
ル
氏
に
よ
る

と
、
同
氏
の
邸
で
も
、
む
か
し
は
コ

ー
ト
を
持
っ
て
お
り
、
驚
く
な
か
れ

あ
の
ル
デ
ィ
・
ハ
ル
ト
ノ
も
少
年
時

代
、
そ
こ
で
プ
レ
ー
し
て
、
氏
に
世

話
に
な
っ
た
そ
つ
だ
。

宿
合
の
向
い
の
原
っ
ぱ
の
奥
に
は

政
府
の
大
臣
級
の
人
々
の
邸
宅
が
並

ん
で
い
る
の
で
、
ひ
よ
っ
と
し
た
ら

イ
ス
マ
イ
ル
氏
の
い
う
よ
つ
な
コ
ー

ト
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

う
思
っ
た
の
だ
が
、
あ
い
に
く
と
、

そ
の
一
角
に
は
な
に
も
な
か
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
、
路
上
コ
ー
ト
を

一

つ
見
つ
け
た
。
折
り
あ
し
く
、
昼
寝

の
時
間
で
、
人
は
い
な
か
っ
た
が
、

木
の
枝
を
支
柱
代
わ
り
に
、
ネ
ッ
ト

を
張
る
よ
つ
に
な
っ
て
い
て
、
路
面

に
は
自
ペ
ン
キ
で
、
正
規
の
大
き
さ

の
コ
ー
ト
が
描
か
れ
て
あ
っ
た
。

戸
外
で
、
羽
根
つ
き
の
マ
ネ
ご
と

程
度
お
こ
と
は
、
日
本
で
だ
っ
て
ザ

ラ
に
や
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
ざ

わ
ざ
白
ペ
ン
キ
で
正
規
の
コ
ー
ト
は

か
く
ま
い
と
、
そ
の
時
、
思
っ
た
。

そ
の
後
、
戸
外
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

二
、
三
度
、
散
見
し
た
。
灯
台
下
暗

し
で
、
カ
ル
テ
ィ
カ

・
チ
ャ
ン
ド
ラ

す
ぐ
左
手
の
、
こ
れ
ま
た
、
た
だ
の

広
っ
ぱ
で
は
、
日
本
の
露
路
裏
と
同

じ
よ
つ
に
、
子
供
た
ち
が
、
も
つ
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
チ
ビ
た
、
そ
れ
で

も
水
鳥
の
シ
ャ
ト
ル
を
、
は
だ
し
で

追
い
か
け
て
い
た
。

す
ぐ
裏
手
の
住
宅
街
の
邸
の
一
隅

で
は
、
や
は
り
子
供
が
羽
根
を
打
ち

合
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
発
見
し
た
の

は
小
飼
監
督
。
筆
者
の
部
屋
に
電
話

を
か
け
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
さ
っ

そ
く
行
っ
て
み
る
と
、
そ
の
す
ぐ
そ

ば
の
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
、　
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
空
き
地
に
は
、
こ
れ
も

自
ペ
ン
キ
で
、
コ
ー
ト
が
か
か
れ
て

い
た
。
ナ
イ
タ
ー
も

一
度
だ
け
見
た
。
と

い
っ
て
も
、
日
本
料
理
を
食
べ
に
行

く
タ
ク
シ
ー
の
中
か
ら
、
邸
の
前
庭

で
、
玄
関
の
灯
り
で
ラ
ケ
ツ
ト
を
振

っ
て
い
る
の
を
、　
一
瞬
、
と
ら
え
た

だ
け
だ
が
、
こ
れ
で
、
イ
ス
マ
イ
ル

氏
の
説
明
が
嘘
で
な
か
っ
た
こ
と
が

は
っ
き
り
し
た
。

「
一
に
サ
ッ
カ
ー
、
二
に
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
…
」
こ
の
国
で
人
気
の
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
は
、
と
質
問
す
る
と
、
間

違
い
な
く
、
だ
れ
で
も
、
こ
つ
答
え

る
。
つ
ま
り
は
こ
れ
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ス
ポ
ー
ツ
。
三
位
以
下
は

（？
）

だ
が
、
新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
面
の
手
応

え
か
ら
見
る
と
、
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ

に
ポ
ク
シ
ン
グ
。
ゴ
ル
フ
は
上
流
階

級
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気

後

藤

忠

弘

占

本
バ
ド
ラ

じ

協
〈
本
理
事



が
高
ま
っ
て
お
り
、
テ
ニ
ス
や
ポ
ク

シ
ン
グ
で
は
、
日
本
の
英
字
新
聞
に

ム
釜
ら
ぬ
よ
つ
な
記
事
ま
で
、
大
き

く
出
て
い
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
国
際
的

に
は
ま
だ
弱
い
が
、
人
気
は
大
変
な

も
の
だ
。

折
り
か
ら
ジ
ャ
ヵ
ル
タ
に
は
、
オ

ラ
ン
グ
の
ア
ヤ
ッ
ク
ス
、
英
国
の
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー

・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
と

い
う
、
世
界
的
に
有
名
な
両
コ
ー
チ

が
来
て
い
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
三

国
対
抗
の
形
で
試
合
を
す
る
た
め
だ
。

ユ
ー
バ
ー
杯
の
日
程
は
、
こ
の
あ
お

り
で
、
実
は
変
更
さ
れ
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
と
サ
ッ
カ
ー
が
交
互
に
一
日
置

き
で
行
わ
れ
た
。
会
場
が
同
じ
所
に

あ
っ
て
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
し
競
合

す
れ
ば
、
入
場
者
が
減
る
こ
と
を
考

え
た
の
だ
ろ
う
。
結
果
的
に
サ
ッ
カ

ー
の
一
番
い
い
カ
ー
ド
に
は
十
万
の

大
観
衆
が
入
り
、
万
々
歳
で
あ
っ
た
。

い
わ
ば
、
サ
ッ
カ
ー
に
は

一
日
置

い
た
形
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ
が
、
そ

う
は
い
っ
て
も
、
人
気
そ
の
も
の
は

や
は
り
横
綱
級
。
新
聞
の
扱
い
な
ど

を
見
て
も
、
他
を
ぐ
ん
と
引
き
離
し

て
い
る
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
空
港
に
到
着
し
た

時
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
か
ら
は
、
全
然
、
出
迎
え
が

な
か
っ
た
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
が
、

両
国
協
会
間
で
連
絡
が
行
き
違
い
に

な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
宿
合
も
、
わ

れ
わ
れ
が
出
発
前
に
聞
い
て
き
た
と

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
◇

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
税
関
の
チ
ェ
ッ

ク
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
商

売
上
、
こ
れ
は
当
り
前
の
話
な
の
だ

が
、
何
台
も
の
種
類
の
ち
が
っ
た
カ

メ
ラ
と
、
無
教
の
フ
ィ
ル
ム
を
持
っ

て
き
た
山
田
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
は
出

発
時
か
ら
、
あ
れ
こ
れ
心
配
の
し
っ

ぱ
な
し
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
税
関
で
も
し
、
も
ん
ち

ゃ
く
で
も
起
こ
っ
た
と
き
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
協
会
の
人
で
も
い
れ
ば
大

い
に
助
か
る
が
な
あ
、
と
い
う
の
が

内
心
の
気
持
ち
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

現
実
に
は
、
わ
れ
わ
れ

一
行
が
ユ
ー

バ
ー
杯
の
チ
ー
ム
と
わ
か
る
と
、
荷

物
は
全
然
見
ず
に
、
フ
リ
ー
パ
ス
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

テ
ニ
ス
の
世
界
で
は
、
デ
杯
の
選

手
は

″紳
士
″
の
代
名
詞
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
で
相
手
が
デ
杯
の
選
手
と

わ
か
る
と
、
無
条
件
で
信
用
さ
れ
、

商
談
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
展
す
る

と
い
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
も
、
そ
れ
と
同
じ

よ
つ
な

″信
用
″
が
あ
る
こ
と
が
、

こ
れ
で
わ
か
っ
た
。

情
報
集
め
の
得
意
な
小
飼
監
督
が

ジ
ャ
カ
ル
タ
入
り
し
て
間
も
な
く
、

筆
者
に

「
こ
れ
も
記
事
に
な
る
よ
」

と
売
り
込
ん
で
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

書
き
落
と
せ
な
い
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
―
―
さ
る
二
月
、
個
人

の
世
界

一
を
決
め
る
全
英
選
手
権
の

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
で
、
ご
存
知

の
通
り
、　
ハ
ル
ト
ノ
が
プ
リ

（デ
ン

マ
ー
ク
）
に
負
け
た
。
こ
の
試
合
は

一主
百
中
継
さ
れ
た
が
、
国
民
的
英
雄

の
敗
戦
に
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

一

人
が
シ
ョ
ッ
ク
死
し
て
し
ま
っ
た
。

テ
レ
ビ
放
映
中
、
五
百
万
の
人
口
を

持
つ
東
南
ア
ジ
ア

一
の
大
都
会
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
主
な
通
り
か
ら
は
人
影
が

ほ
と
ん
ど
消
え
た
、
と
も
い
つ
。

い
さ
さ
か
、
出
来
す
ぎ
た
話
だ
が

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
杯
や
、
米
大

リ
ー
グ
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
な
ど

で
は
、
往
々
に
し
て
興
奮
し
す
ぎ
て

天
国
へ
行
く
人
が
絶
え
な
い
し
、
日

本
で
も
、
か
つ
て

″君
の
名
は
″
と

い
う
ド
ラ
マ
が
女
性
の
人
気
を
集
め

た
時
、
放
送
時
間
中
、
銭
湯
の
女
湯

は
空
に
な
っ
た
、
と
も
い
う
か
ら
、

そ
の
ま
ま
信
用
し
よ
う
。
い
ず
れ
に

し
ろ
全
英
選
手
権
の
中
継
な
ど
、
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

ハ
ル
ト
ノ
の
試
合
と
と
も
に
、
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
も
放
映
さ
れ
た
と
か

で
、
市
民
は
、
と
く
に
同
性
で
あ
る

女
の
人
た
ち
は
湯
木
博
恵
の
顔
を
よ

く
知
っ
て
い
た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も

「
ユ
キ
、　
ユ
キ
」
で
あ
り
、
市
内
の

東
京
銀
行
に
行
っ
た
時
は
、
従
業
員

が
み
な
仕
事
の
手
を
休
め
た
た
め
、

短
い
間
と
は
い
え
、
業
務
が
マ
ヒ
し

て
し
ま
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
現

場
を
筆
者
は
自
分
で
見
て
い
な
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
い
く
ら
人
気
ス

ポ
ー
ツ
で
、
ス
ソ
野
の
広
が
り
が
あ

る
と
い
っ
て
も
、
み
ん
な
が
戸
外
だ

け
で
シ
ャ
ト
ル
と
遊
ん
で
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
れ
っ
き
と
し
た
室
内
コ

ー
ト
、
ク
ラ
ブ
も
、
も
ち
ろ
ん
数
多

く
見
ら
れ
る
。

日
本
チ
ー
ム
が
練
習
会
場
と
し
て

割
り
当
て
ら
れ
た

「
ジ
ャ
ヤ

（大
ジ

ャ
カ
ル
タ
）
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
」

は
７３
年
４
月
の
完
成
。
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
ほ
か
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
空
手

の
道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
ジ
ム
と

ボ
ク
シ
ン
グ

・
リ
ン
グ
も
あ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
コ
ー
ト
は
三
面

と
れ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
更
衣
室

（十
分

に
は
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
）
が
あ

り
、
冷
い
飯
み
も
の
も
売
っ
て
い
る
。

暑
く
て

（３０
度
を
軽
く
越
す
）
す
ぐ

汗
が
吹
き
出
て
く
る
の
に
は
閉
口
す

る
が
、
残
念
な
が
ら
、
日
本
に
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
専
用
の
体
育
館
が

一
つ

も
な
い
の
だ
か
ら
、
と
思
い
直
し
て

我
慢
す
る
。

日
本
チ
ー
ム
に
コ
ー
ト
を
提
供
し

て
、
見
物
役
に
早
変
わ
り
し
た
市
民

に
聞
く
と
、　
一
時
間
六
百
ル
ピ
ア

（
ル
ピ
ア
は
日
本
円
の
七
、
八
割

つ
ま
り
六
百
ル
ピ
ア
な
ら
四
百
五
十

円
ぐ
ら
い
）
払
え
ば
、
だ
れ
で
も
来

て
プ
レ
ー
で
き
る
、
と
い
う
。

つ
い
で
に
聞
く
と
、
ラ
ケ
ッ
ト
は

一
般
用
で
千
五
百
か
ら
三
千
ル
ピ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

▽
〈
否
大
　
ス
ジ
ル
マ
ン

▽
副
〈
ム長

（二
人
）
エ
マ
ン
・

ス
パ
ル
マ
ン
、
ス
カ
ダ

・
ソ
マ
ウ

ィ
ジ
ャ
ヤ
、
Ｊ

。
Ｃ

・
タ
ン
プ
ナ

ン
▽
専
務
理
事
　
Ｐ
・
ス
マ
ル
ソ

ノ
▽
会
計
理
事
　
ス
ハ
ル
ソ
・
ス

ナ
ン
デ
ィ
ナ
タ

▽
理
事
・　
Ｒ
・
メ
ル
ジ
ョ
ノ

▽
副
会
計
理
事
　
ス
サ
ト
ヤ
・

ム
ン
デ
ィ
ス
ギ

▽
競
技
委
員
長
　
ス
ジ
ョ
ノ

・

メ
ル
ト
デ
ィ
プ
ト
ロ

▽
同
副
委
員
長
　
ラ
ム
リ

・
リ

キ
ン▽
並
曰及
手省
貝
長
　
Ｂ

・
ハ
ラ
ハ

プ
▽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長
　
タ

ヒ
ー
ル
・
ジ
ィ
デ

▽
技
術
委
員
長
　
ウ
ィ
リ

・
Ｋ

。
ブ
デ
ィ
マ
ン

▽
同
副
委
員
長
　
テ
ィ
プ
ト

・

カ
ル
ジ
ャ
ジ



ぐ
ら
い
、
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
は
百
五

十
か
ら
二
百
ル
ピ
ア
、
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
こ
れ
ら
用
具
は
、
地
元
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
製
の
も
の
も
あ
る
が
、
わ

が
メ
ー
ド
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
も
い
く

つ
か
あ
っ
た
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う

な
市
営
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
コ
ー
ト

は
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
に
１０
ヵ
所
ぐ
ら

い
あ
る
、
と
彼
等
は
い
つ
。　
ユ
ー
バ

ー
杯
の
会
場
が
あ
る
セ
ナ
ヤ
ン
は
、

東
京
で
い
つ
と
神
宮
外
苑
か
い
わ
い

か
駒
沢
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
相
当
し
、

陸
上
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
な
ど
の
ほ
か
に

四
つ
ほ
ど
、
体
育
館
が
あ
る
。
そ
の

中
の
ホ
ー
ル
Ｂ
、
ホ
ー
ル
Ｃ
と
い
う

小
体
育
館
は
、
と
も
に
コ
ー
ト
が
３

面
と
れ
、
二
、
三
百
人
な
ら
収
容
で

き
る
ス
タ
ン
ド
つ
き
の
、
こ
れ
ま
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ク
ラ
ブ
用
で
あ
っ

た
。こ
の
中
の
一
つ
、
ホ
ー
ル
Ｃ
で
、

別
記
の
よ
つ
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ユ
ー
バ
ー
杯
二
軍
と
、
日
本
か
ら
ツ

ァ
ー
で
行
っ
た
井
上

（日
体
大
）
ら

が
親
善
マ
ッ
チ
を
行
っ
た
の
だ
。
こ

こ
で
聞
く
と

「４
時
間
千
三
百
ル
ピ

ア
で
１
コ
ー
ト
を
借
り
切
り
」
で
き

る
と
い
う
。
四
人
で
な
ら

一
人
当
た

り
三
百
ル
ピ
ア
に
す
ぎ
な
い
。

こ
う
考
え
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど

安
そ
つ
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
、

当
国
で
、
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

中
堅
階
級
の
月
給
は
、
ざ
っ
と
二
万

ル
ピ
ア
。
Ｔ
）れ
で
は
苦
し
い
か
ら

い
ろ
ん
な
形
で
の
副
収
入
を
大
い
に

は
か
る
と
い
つ
が
）

一
日
、
五
百
ル

ピ
ア
ず
つ
使
っ
て
も
、
月
給
は
消
え

て
し
ま
う
計
算
だ
。　
つ
ま
り
、
貧
乏

で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
や
れ
な
い
、

と
い
つ
こ
と
。
底
辺
の
広
が
り
、
大

衆
的
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て
も
、
お
の

ず
と
限
界
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ユ
ー
バ
ー
杯
で
は
、
全
試
合
を
国

営
の
テ
レ
ビ
放
送
が
放
映
し
た
。
こ

れ
ま
た
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
だ
。
会
場
の
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
レ

ス
は
収
容
人
員
が

一
万
。
東
京
の
人

な
ら
、
ス
タ
ン
ド
の
高
さ
が
東
京
体

育
館
の
２
倍
あ
る
と
思
え
ば
よ
い
。

あ
ま
り
に
広
い
の
で
、
た
め
し
に
数

え
な
が
ら
上
っ
て
み
る
と
、
ス
タ
ン

ド
は
２６
列
だ
が
、
て
っ
ぺ
ん
ま
で
の

階
段
は
６０
段
も
あ
っ
た
。
最
上
段
か

ら
見
下
す
と
、
中
央
の
コ
ー
ト
は
タ

タ
ミ
一
枚
ほ
ど
の
感
じ
だ
っ
た
。

試
合
コ
ー
ト
は

一
面
「
両
サ
イ
ド

に
選
手
団
と

一
般
大
会
役
員
席
、
そ

の
う
し
ろ
に
は
、
お
金
に
な
る
観
衆

を
入
れ
た
。
日
本
の
よ
つ
に
定
員
だ

の
消
防
署
だ
の
が
う
る
さ
い
わ
け
で

な
い
か
ら
、
通
路
ま
で
ぎ
っ
し
り
つ

め
て
も
、　
一
向
に
平
を■

入
場
料
は

別
表
の
通
り
、
こ
の
国
に
し
て
は
、

な
か
な
か
の
お
値
段
だ
が
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
出
た
夜
は
、
す
べ
て

一
万

三
千
人
の
超
満
員
だ
っ
た
。
こ
ん
な

熱
気
も
、
ど
う
て
い
、
日
本
の
比
で

は
な
か
っ
た
。

そ
の
具
体
的
な
情
景
は
、
決
勝
戦

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
×
日
本
の
ぺ
―
ジ

を
見
て
い
た
だ
く
と
し
よ
う
。　
ユ
ー

バ
ー
杯
が
日
本
の
手
か
ら
離
れ
た
あ

と
、
日
本
大
使
館
員
や
、
現
地
に
長

い
商
社
料
理
店
の
ご
主
人
な
ど
、
要

す
る
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
情
通
の
人

々
か
ら
最
後
に
聞
い
た

一
言
は
、
ズ

ン
と
胸
に
こ
た
え
た
。
い
わ
く

「負

け
て
く
れ
て
、
よ
か
っ
た
。
こ
れ
で

両
国
の
関
係
が
う
ま
く
い
く
」

最
後
に
、
選
手
強
化
の
面
に
触
れ

て
お
こ
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
大
小

合
わ
せ
て
三
千
も
の
島
々
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
こ
の
広
い

国
土
は
、
全
部
で
２６
の
支
部
に
分
か

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
地
区
、
各

支
部
の
大
会
を
積
み
重
ね
、
そ
こ
で

浮
か
び
上
が
っ
た
有
望
選
手
を
集
め

て
、
強
化
す
る
。

と
、
書
け
ば
日
本
と
大
差
な
い
よ

う
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
集
め
て

き
て
か
ら
が
大
ち
が
い
な
の
だ
。

一
人

一
人
の
選
手
の
体
力
、
運
動

能
力
さ
ら
に
は
精
神

。
心
理
面
ま
で

チ
ェ
ッ
ク
、
資
料
を
分
析
、
研
究
し

た
上
で
カ
ル
テ
を
つ
く
っ
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
さ
せ
る
。　
一
連
の
テ
ス
ト
や

ハ
ー
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
耐
え
ら
れ

な
い
も
の
は
順
次
、
振
り
お
と
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ー
ム
の
一
員
に

な
る
と
、
中
央
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
常
時
、
練
習
で
き
る
よ
う

に
な
る
。　
ユ
杯
の
よ
つ
な
大
試
合
の

代
表
候
補
は
、
実
に
六
ヵ
月
間
、
カ

ン
づ
め
に
近
い
徹
底
合
宿
で
し
ぼ
り

上
げ
ら
れ
る
。

今
回
、　
ユ
ー
バ
ー
杯
代
表
と
し
て

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
六
人
は
、
み
な
、

日
本
に
な
じ
み
の
あ
る
歴
戦
の
持
ち

主
ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
ユ
ー
バ
ー
杯
の
よ
つ
な
大
試
合
で

は
、
技
術
以
外
の
要
素
が
勝
敗
の
キ

イ

・
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
の
判
断
で
、

プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
ー
の
多
い
選
手
、

す
な
わ
ち
、
ベ
テ
ラ
ン
に
代
表
の
座

が
渡
っ
た
も
の
だ
。

列
記
、
日
体
大
選
手
ら
と
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ニ
軍

（
ジ
ュ
一一ア
）
と
の
親
善

試
合
と
、
記
事
内
容
が
重
複
す
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ニ
軍
で
出
て
来
た

一
人
、
身
長
１
７

８
セ
ン
チ
、
１９
歳
の
ベ
ラ
ワ
テ
ィ
な

ど
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ユ
杯
代
表
六

人
を
決
め
る
た
め
、
大
会
直
前
に
行

っ
た
選
考
試
合
で
、
代
表
に
な
っ
た

選
手
全
員
に
勝
っ
た
の
だ
、
と
い
う
。

こ
の
、
層
の
厚
さ
。

も
ち
ろ
ん
、　
一
線
級
に
な
れ
ば
、

ソ
連
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ほ
ど
で

は
な
く
と
も
、
経
済
的
な
恩
典
が
つ

く
の
で
、
選
手
の
励
み
も
日
本
と
は

ち
が
う
だ
ろ
■ヽ

し
か
し
、
そ
の
ほ

か
に
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
国
技
で

あ
る
こ
と
の
自
覚
、
し
た
が
っ
て
、

自
分
は
全
国
民
か
ら
言
動
が
注
目
さ

れ
て
い
る
と
の
自
覚
、
そ
の
象
徴
と

し
て
の
愛
国
心
、
な
ど
が
、
選
手
に

″筋
金
″
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
ま

た
、
確
か
で
あ
る
。

■
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
だ
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
コ
ー
ト
外
で
の

面
倒
見
も
い
い
。
日
本
と
の
決
勝
の

夜
ば
、
例
の
が
フ
ワ
テ
イ
以
下
の
若

手
が
全
員
、
父
兄
と
と
も
に
や
っ
て

き
て
選
手
席
の
す
ぐ
う
し
ろ
で
観
戦

し
た
。
同
じ
見
る
の
で
も
、
切
符
を

買
っ
て
ス
タ
ン
ド
に
座
る
の
と
、
先

輩
や
ラ
イ
バ
ル
の
表
情
、
息
ず
か
に
、

ベ
ン
チ
の
ふ
ん
囲
気
ま
で
わ
か
る
と

こ
ろ
で
見
る
の
と
で
は
、
得
る
も
の

が
ち
が
う
。
ま
し
て
、
父
兄
に
お
い

て
お
や
、
だ
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
優
勝
の
あ

と
、
午
前
２
時
半
ご
ろ
か
ら
、
か
ル

テ
ィ
カ

・
チ
ャ
ン
ド
ラ

（日
本
の
宿

舎
）
で
開
か
れ
た

″早
朝
の
サ
ヨ
ナ

ラ

・
パ
ー
テ
ィ
″
に
ま
で
、
こ
れ
ら

若
手
が
来
て
い
た
。
国
情
が
」曝
つ
と

は
い
え
、
日
本
で
は
、
と
て
も
考
え

ら
れ
ぬ
こ
と
だ
っ
た
。

本
稿
は
別
冊

「
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還

へ
の
道
」
の
た
め
後
藤
忠
弘
理
事
が

執
筆
し
た
も
の
で
す
が
、
同
書
の
ス

ペ
ー
ス
の
都
合
で
本
誌
に
収
録
い
た

し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
王
国
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
実
情
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
非

常
に
貴
重

・
有
益
な
リ
ポ
ー
ト
で
あ

り
ま
す
の
で
、
じ
っ
く
り
お
読
み
く

だ
さ
い
。



わ
が
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
発
祥
と
協
会
発
足
の
回
想

広

田

兼

敏

。
日
本
バ
曇

ンヽ
ト
ン
要

罰

〈
震

本
稿
は
、
現
在
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
副
会
長

・
神
奈
川
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
名
誉
会
長
で
あ
る
広
田
兼
敏
氏
が
、
氏

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
の
永
年
に
わ
た
る
ご

経
験
か
ら
、
日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
発

祥
の
も
よ
う
と
、
協
会
の
発
足
に
つ
い
て

綴
っ
た
き
わ
め
て
貴
重
な
記
録
で
あ
り
ま

す
。
戦
前
の
わ
が
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の

よ
う
す
を
知
る
に
あ
た
っ
て
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

今
月
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
当
時
の
よ
う
す
に
つ

い
て
資
料

・
記
録

。
写
真
等
を
お
持
ち
の

方
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
誌
上
に
て

″
発

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の

で
、
何
卒
編
集
部
あ
て
複
写
を
と
っ
た
う

え
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
由
来
と
発
達
史

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
新
興
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く

相
当
の
歴
史
を
も

っ
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て

は
、
昭
和
の
初
期
ご
ろ
か
ら
主
に
、
横
浜
、
神
戸
等

に
在
住
の
外
人
間
に
お
い
て
、
領
事
館
、
横
浜
Ｙ
Ｃ

＆
Ａ
Ｃ

（横
浜
カ
ン
ト
リ
ー

・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

・
ク

ラ
ブ
＝
横
浜
外
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
あ
る
い
は
、

神
戸
Ｋ
Ｒ
Ａ
Ｃ

（神
戸
外
人

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）、

ま
た
当
時
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
、

最
初
に
わ
が
国
に
紹
介
し
た
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

（約
五

〇
年
間
に
わ
た
っ
て
筆
者
が
体
育
主
事
と
し
て
在
勤

し
て
い
た
）
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
と
し

て
シ
ャ
ト
ル

（
バ
ー
ズ

。
羽
根
）
を
打
ち
合
う
程
度

で
楽
し
ま
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
昭
和
七
、
八
年
頃
か
ら
ゲ
ー
ム
と
し
て

の
研
究
が
行
わ
れ
、
真
の
競
技
化
は
私
が
デ
ン
マ
ー

ク
よ
り
帰
国
後
間
も
な
く
の
昭
和

一
二
年
の
秋
頃
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。

▼
由
来
に
つ
い
て
の
調
査

デ
ン
マ
ー
ク
体
育
学
校
在
校
の
際
に
友
人
の
イ
ギ

リ
ス
人

（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
身
、
デ
ン
マ

―
ク
に
お
い
て
は
筆
者
と
同
学
年
）
や
、

ロ
ン
ド
ン

訪
間
の
際
に
セ
ン
ト
ラ
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
体
育
部
に
お
い

て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
由
来
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
ま

た
、
帰
国
の
途
中
で
同
船
し
た
イ
ギ
リ
ス
の

一
バ
ド

ミ
ン
ト

ン

・
プ
レ
ー
ヤ
ー

（
ボ

ン
ベ
イ
で
下
船
）、

あ
る
い
は
戦
後
在
日
米
軍
第
八
軍
体
育
課
主
任

（横

浜
在
住
）
ペ
リ
ー
少
佐
の
好
意
に
よ
り
、
各
種
の
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
参
考
書
等
を
研
究
し
て
正
し
く

一
致
し

て
い
る
点
を
次
に
記
す
。

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
そ
の
昔
イ

ン
ド
に
お
い
て
発
生

し
、
最
初
は
プ
ー
ナ
と
称
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン
ド

・

ボ
ン
ベ
イ
州
の
プ
ー
ナ
村
に
お

い
て
発
祥
、
村
の
人

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
名
を
付
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ゲ
ー
ム
が
英
本
国
に
伝
わ
っ
た
の
は

一
八
四

四
年
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
当
時
、
イ
ン
ド
に
派
遣
さ

れ
て
い
た
英
陸
軍
将
校
が
英
国
に
初
め
て
紹
介
し
た

の
で
あ
る
。
最
初
の
プ
ー
ナ
ク
ラ
ブ
は

一
八
七
三
年

に
英
国
の
バ
ス
町
に
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
間
も
な

6



く
当
時
の
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ド
領
主
下
の
グ

ロ
ス
タ
ー

シ
ャ
ー

（
　
　
　
　
　
　
）
県
下

の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
村
で
、
村
の
人
々
が
こ
の
新
し

い
ゲ
ー
ム
に
興
味

を
持
ち
、
こ
れ
以
来
こ
の
ゲ
ー
ム
の
名
を

「
バ
ド
ミ

ン
ト

ン
」
と
改
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
規
則
は
、
最
初

の
プ
ー
ナ
の
規
則
に
幾
度
も
改
正
を
加
え
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
後

一
八
九
五
年
に
結
成
さ
れ
た
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

（Ｎ
Ｂ
Ａ
）
に
よ
り
、
今
日
の
国
際
ル
ー
ル
が
決
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」

▼
外
人
ク
ラ
ブ
と
対
戦

さ
て
、
わ
が
国
の
発
達
の
歴
史
を
二
、
三
記
し
て

み
た
い
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ら
び
に
横
浜
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
等
が
、

昭
和
三
、
四
年
頃
か
ら
練
習
を
始
め
た
が
、
時
を
同

じ
く
し
て
、
ナ
ル
ト

・
ス
ポ
ー
ツ
が
当
時
の
ジ
ャ
ワ

（
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

。
当
時
は
国
技
の
よ
う
に

盛
ん
で
あ

っ
た
）
か
ら
の
注
文
に
よ
り
、
主
に
ラ
ケ

ッ
ト
を
製
造
輸
出
し
て
お
り
、
た
ま
た
ま
工
員
等
が

練
習
を
し
て
い
た
。

最
初
の
協
会
は
、
す
で
に
昭
和

一
二
年
横
浜
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
を
中
心
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
古
河
電
線
、
ナ
ル

ト
の
四
団
体
に
よ
り
創
設
、
理
事
長
に
筆
者
、
各
チ

ー
ム
か
ら

一
名
ず

つ
代
表
理
事
、
な
ら
び
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
か
ら
三
名
の
委
員
を
選
出
、
春

・
秋
の
リ
ー
グ
戦
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
招
待
に
よ
る
親
睦
試
合
、
選
手
権
大
会
、

個
人
戦
等
が
行
わ
れ
て
い
た
程
度
で
、
東
京
等
に
は

全
く
な
か
っ
た
。

昭
和

一
四
年
に
筆
者
は
、
関
西
の
大
阪

（大
阪
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
松
葉
体
育
主
事
）、
な
ら
び
に
神
戸
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ

（
石
渡
体
育
主
事
）
に
講
習
指
導
、
バ
ス
ケ
ッ

卜
な
ら
び
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同
様
、
東
西
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
を
通
じ
、　
一
般
に
指
導

・
普
及
し
た
。

当
時
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
筆
者
を
中
心
に
猛
練
習

を
重
ね
、
昭
和

一
五
年
、
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
第

一
回

の
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
と
の
初
戦
に
善
戦
し
、
シ
ン
グ
ル
ス

な
ら
び
に
ダ
ブ
ル
ス
と
も
に
全
勝
し
た
が
、
こ
の
試

合
に
お
い
て
初
め
て
現
在
各
選
手
が
練
習
し
て
い
る

と
こ
ろ
の
戦
法
を
習
得
し
た
。

つ
ま
り
、　
ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
、
ド
リ
ブ

ン
ク
リ
ヤ
ー

ド
ラ
イ
ブ
、
ド

ロ
ッ
プ
シ
ヨ
ツ
ト
、　
ヘ
ア
ピ
ン
プ
レ

ー
、
ク
ロ
ス
コ
ー
ト

ヘ
ア
ピ
ン
プ

レ
ー
、
あ
る
い
は

フ
ェ
イ
ン
ト
プ
レ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
な
ど
が
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
戦
法
は
、
こ
の
試
合
を
期
し
て

一

段
と
改
革
、　
一
新
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
外
人
ク
ラ

ブ
と
は
い
つ
そ
う
親
密
を
加
え
、
毎
週
の
よ
う
に
親

善
試
合
を
行

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
わ
が
国
の
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
正
式
技
術
が

一
段
と

一
新
さ
れ
、
進
歩

し
た
こ
と
を
特
筆
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
戦
前
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
な
ら
び
に
大
阪
、

神
戸
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
、
横
浜
に
お
け
る
数
チ
ー
ム
の

み
で
あ

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ワ
ン

サ
イ
ド
ゲ
ー
ム
で
終
る
の
で
、
前
記
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
と

の
親
善
試
合
の
み
が
、　
一
段
と
す
ぐ
れ
て
い
て
両
チ

ー
ム
と
も
に
全
力
を
あ
げ
て
戦

っ
た
こ
と
は
、
わ
が

国
技
術
の
向
上
に
著
し

い
発
展
の
基
礎
と
な
り
、
ひ

と
昔
前
の
な
つ
か
し
い
思

い
出
で
も
あ
る
。

▼
学
生
チ
ー
ム
待
望
の
誕
生

次
に
筆
者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
は

（当
時
の
わ

が
国
に
お
い
て
は
）
学
生
が
早
道
と
考
え
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ア
パ
ー
ト
に
住
み
な
が
ら
、
日
吉
の
慶
応
大
学
に

通
学
し
て
い
た
数
名
の
大
学
生
の
希
望
を
受
け
入
れ

て
コ
ー
チ
を
開
始
し
た
。

今
井
氏

（現
日
本
協
会
理
事
）
、
兼
松
氏
、
国
島

氏

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
卒
、
現
在
在
米
）
、
安

井
氏

（当
時
の
ド
イ
ツ
領
事
館
員
、
ベ
ル
リ
ン
大
学

卒
）
、
そ
の
他
十
数
名

の

一
般
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ほ
か

に
、
前
記
慶
大
生
、
佐
藤

・
山
本

・
寿

・
仲
地
そ
の

他
数
名
に
き
び
し
い
コ
ー
チ
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
が

幸

い
を
も
た
ら
し
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
最
強
チ
ー
ム
を
編

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
学
生
に
刺
激
さ
れ
、

三
田
の
慶
大
生
の
練
習
が
始
ま
っ
た
が
、
練
習
場
が

な
く
、
筆
者
は
当
事
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
体
育
主
事
友

人
の
柳
田
享
氏

（今
は
ご
他
界
）
の
ご
理
解
の
も
と

に
、
初
め
て
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
体
育
館
に
あ
ざ
や
か

に
自
線
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
、

猛
練
習
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
が
東
京
に
お
け
る
最

初
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
起
こ
り
で
あ
っ
た
。

や
が
て
、
山
本

（主
将
）、
佐
藤

（
副
将
）
、
仲

地
、
森
友

（現
日
本
協
会
副
会
長
）
、
森
友

（弟
）
、

寿

（帰
満
）
、
村
上
、
花
島
、
伊
東
、
諸
岡
、
本
田
、

津
川
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
吹
野
、
折
田
、
六
角

（終

戦
後
の
慶
大
主
将
）
、
橋
本
、
奥
野
の
各
氏
ら
も
加

わ
り
、
戦
前
で
は
あ
る
が
、
慶
大
に
充
実
し
た
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
が
発
足
さ
れ

（昭
和

一
七
年

一
〇

月
七
日
）
、
筆
者
の
な
に
よ
り
の
喜
び
と
待
望
の
夢

が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

六
角
氏
な
ら
び
に
二
橋
、
藤
井
両
氏
ら
が
協
力
、

い
ち
早
く
学
生
連
盟
の
創
設
に
尽
力
、
ま
た
、
諸
岡
、

仲
地
、
森
友
氏
ら
は
現
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

創
設
に
力
を
貸
し
て
下
さ
り
、
ま
た
内
藤
現
理
事
は

明
大
を
通
し
、
ま
た
関
大
卒
の
二
、
三
名
、
立
教
大

を
通
し
、
と
も
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
方
々
が
あ
る
こ

と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
　

　

　

（以
下
次
号
）



各 地 の た よ り● 北 か ら南 か ら

関
根

・
大
塚

２
１
０

池
田

・
落
田

（日
体
大
）
　
　
　
　
（新
潟
ク
）

市
村

・
見
田

２
１
０

木
伏

・
榊
原

（中
央
高
）　
　
　
　
（Ｎ
Ｔ
Ｎ
）

青
木

・
藤
井

２
１
０

高
野

・
斎
藤

（青
陵
高
）　
　
　
　
（青
陵
高
）

堀
川

。
星
田

２
１
０

海
老

・
水
品

（青
陵
高
教
新
相
銀
）
　

（Ｎ
Ｔ
Ｎ
）

▽
同
準
決
勝

一期　卿
２
（‐５‐５‐‐２．）０
一鰤　睛

馴　酬
２
⌒‐５‐５‐‐８５）０
一断　林

▽同三位決定戦

一断　漱一２
（‐５‐５日‐０‐‐）０
肺　睛

▽
同
決
勝

一期
　
珈
一
２

⌒
‐７‐５
‐ ‐
‐６４
）
０

勤
　
剛

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
準
々
決
勝

今

　

泉
　
２
１
０
　

捧

（高
岡
市
役
所
）
　
　
　

（
三
条
協
）

丸
　
　
山
　

２
１
０
　

本
　
　
間

（
三
条
協
）　
　
　
　
　
（新
潟
ク
）

鈴
　
　
木
　
２
１
０
　

本
　
　
間

（
三
条
協
）　
　
　
　
　
（青
山
ク
）

阿

　

部
　

２
１
１
　

明
　
　
間

（新
潟
ク
）　
　
　
　
　
（汗
の
会
）

▽
同
準
決
勝

・今　卓（２
⌒‐５‐５‐‐‐０７）０
，丸　山

一鈴　大一２
⌒‐５‐５‐‐Ｈ）０
阿　郭̈

▽同三位決定戦

，九　山
２
⌒‐５‐５‐‐６２）０
阿　邦̈

▽
同
決
勝

１

鈴

木

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
準
々
決
勝

関
　
　
根
　
２
１
０
　

土目
　
　
木

（
日
体
大
）　
　
　
　
　
（青
陵
高
）

星
　
　
田
　

２
１
０
　

市
　
　
村

（新
相
銀
）　
　
　
　
　
（中
央
高
）

堀
　
　
川
　
２
１
０
　

水
　
　
品

（青
陵
高
教
）　
　
　
　
（
Ｎ
Ｔ
Ｎ
）

大

　

塚
　

２
１
０
　

藤

　

井

（
日
体
大
）　
　
　
　
　
（青
陵
高
）

▽
同
準
決
勝

関

根

２

０

星
　
田

１

大

塚

▽
同
三
位
決
定
戦

，大
　
塚

２

（‐‐‐‐
‐ ‐
中３ ２
）
０

星
　
田

▽
同
決
勝

瑚　川
２
⌒‐‐‐‐‐‐５６）０
関̈　根

模
範
試
合
と
実
技
講
習
会

目
指
導
部
＝

全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
模

範
試
合
と
実
技
講
習
会
が
、
二
月
二

十
二
日
三
条
市
で
開
催
さ
れ
た
。

年
々
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
レ
ベ
ル
の
向
上
を
計
る
た
め
、
栂

野
尾
悦
子

（旧
性
竹
中
）
飯
野
佳
孝

ら
日
本
を
代
表
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

招
き
、
国
内
最
高
の
技
術
を
披
露
し

て
も
ら
う

一
方
、
県
内
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
三
百
名
の
選
手
に
実
技
指
導

を
受
け
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
だ
ち
、
二
十

一

日
に
は
、
大
西
新
潟
市
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
室
長
、
栂
野
尾
昌

一
ト

マ
ス
杯
代
表
を
講
師
に
迎
え
、
指
導

者
講
習
会
が
開
か
れ
た
。

Ｎ

Ｋ

Ｋ

が
辛
勝

第
７
回
広
島
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
総

合

（団
体
）
選
手
権
大
会
は
２
月
２９

日
、
広
島
県
立
体
育
館
に
て
行
な
わ

れ
た
が
、
結
果
は
次
の
と
お
り
。

▼
男
子
団
体

▽
準
々
決
勝

Ｎ
Ｈ
Ｋ
３
１
０
広
大
Ｃ
、
広
大
Ｂ
３

１
０
修
大
Ａ
、
日
立
３
１
０
広
島
ク

ラ
ブ
、
三
菱
３
１
１
日
本
精
鋼

▽
準
決
勝

Ｎ
Ｋ
Ｋ
３
１
１
広
大
Ｂ
、
日
立
３
１

〇
三
菱

▽
決
勝

Ｎ
Ｋ
Ｋ
３
１
２
日
立

▼
女
子
団
体

▽
準
々
決
勝

第

一
女
商
高
Ａ
３
１
１
広
大
Ｉ
、
広

大
Ｈ
３
１
０
修
大
Ａ
、
広
大
Ｇ
３
１

０
鈴
ケ
峰
大
、
第

一
女
商
高
Ｂ
３
１

１
修
大
Ｂ

▽
準
決
勝

第

一
女
商
高
Ａ
３
１
２
広
大
Ｈ
、
第

一
女
商
高
Ｂ
３
１
２
広
大
Ｇ

▽
決
勝

第

一
女
商
高
Ｂ
３
１
１
同
高
Ａ

鈴捧 河今

0    0

鈴丸 坂芦

木山 井田
鈴捧

木

坂芦

井田 ●新潟●

堀

り||
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今

泉
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眈
玲

鶴

レ

堀
川

気
を
は
く

男
子
は
招
待
の
今
泉

五
十
年
度
新
潟
県
総
合
選
手
権
大

会
は
二
月
二
十
八
日
新
潟
市
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
か
ら
新
潟
日

報
社
が
共
催
と
な
り
、
男
女
単
優
勝

者
に
新
潟
日
報
杯
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
、
県
外
の
ト
ッ

プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
招
待
、
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
計
る
こ
と
に
な
り
、
男
子
が

今
泉
勉
、
河
村
博
之
両
選
手

（と
も

に
高
岡
市
役
所
）、
女
子
は
大
塚
ソ

ノ
エ
、
関
根
和
子
両
選
手

（と
も
に

日
体
大
＝
新
潟
青
陵
高
出
）
が
参
加

し
た
。
男
女
複
は
招
待
選
手
組
が
圧
勝
し

た
が
、
単
で
は
地
元
勢
も
健
闘
し
、

男
子
は
鈴
木

（三
条
協
）
が
あ
と

一

歩
お
よ
ば
ず
今
泉
に
惜
敗
し
た
が
、

女
子
は
堀
川

（青
陵
高
教
）
が
大
塚

・
関
根
両
選
手
を
下
し
優
勝
し
た
。

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
準
々
決
勝

今
泉

・
河
村

２
１
０

野
村

・
高
橋

盆
局
岡
市
役
所
）　
　
　
（長
岡
協
）

芦
田

・
坂
井

２
１
０

橋
崎
・小
日
山

（三
条
あ
せ
の
会
）
　

　

（三
条
協
）

丸
山

。
鈴
木

２
１
０

深
沢

・
七
里

（一一一衛

）　
　
　
　
（三
委

）

捧

・
鈴
木

２
１
０

長
谷
川

・
川
口

（三
条
協
）
　
　
　
　
（菖
羽
会
）

▽
同
準
決
勝
線
２
⌒‐５‐５‐‐３４）

大一２
（‐５‐５‐‐０６）

▽
同
三
位
決
定
戦

執　柚
２
（‐５‐５‐‐００）０

▽同決勝
一時　楢一２
⌒‐５‐５‐‐９５）０

▽
女
子
同
準
々
決
勝
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◆
新
連
載
◆
お
日
さ
ん
や
子
供
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
た
め
の
シ
リ
ー
ズ

:0

ラ
ケ
ッ
ト
遊
び
の
方
法

私
は
第

一
回
、
二
回
と
こ
の
紙
上

で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
の
一
端

を
述
べ
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
幼
少

の
頃
か
ら
の

「種
を
蒔
き
、
苗
を
育

て
る
世
界
」
の
こ
と
を
く
ど
い
ほ
ど
、

強
調
し
て
き
ま
し
た
。
も
つ
沢
山
の

方
々
が
、
お
子
様
相
手
に
お
は
じ
め

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
「種
を
ま
く
世
界
」
と

し
て
幼
年
期
の

「ラ
ケ
ッ
ト
遊
び
」

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

私
の
大
学
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
は
実
は

「乳
幼
児
の
運
動
能
力
の

発
達
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
二
十
年
近
く
、
多
く
の
乳
幼

児
を
観
察
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

素
晴
ら
し
い
発
育
、
細
胞
分
裂
の
倍

率
に
お
ど
ろ
く
ば
か
り
で
す
。

赤
ん
坊
に
何
が
で
き
る
か
な
ど
と

た
か
を
く
く
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

生
れ
て
四
ヶ
月
た
て
ば
体
重
は
二

倍
に
な
り
、
四
年
た
て
ば
身
長
も
二

倍
に
な
り
ま
す
。　
一
年
た
て
ば

「歩

く
」
と
い
う
高
等
技
術
を
や
っ
て
の

け
る
の
で
す
。

小
学
校
に
あ
が
る
前
に
、
見
事
に

む
つ
か
し
い

「投
球
動
作
」
を
や
っ

て
の
け
る
の
で
す
。

小
学
校
に
通
う
頃
に
は
大
人
顔
ま

け
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
坊
や

が
出
現
し
ま
す
。

適
当
な
環
境
を
つ
く
れ
ば
、
五
、

六
歳
児
は
人
間
の
も
つ
基
本
的
な
運

動
を
ほ
と
ん
ど
全
部
こ
な
し
て
し
ま

い
ま
す
。

記
録
を
追
つ
青
少
年
の
華
や
か
さ

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
動
の
内

容
は
ま
こ
と
に
菫
醤
昌
な
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
群
の
中
に

「道
具
を
使

う
」
「手
の
さ
き
に
何
か
を
も
っ
て

そ
れ
で
物
を
扱
う
、
何
か
作
業
を
す

る
こ
と
し
に
乳
幼
児
達
が
、
あ
く
こ

と
の
な
い
意
欲
を
示
す
の
を
ご
ら
ん

下
さ
い
。

「道
具
を
使
つ
」
こ
と
が
で
き
る

の
は
人
間
だ
け
で
す
。

「危
い
」
「よ
ご
れ
る
」
と
道
具

を
と
り
あ
げ
る
前
に
、
可
能
な
限
り
、

危
険
を
予
防
し
な
が
ら
も
存
分
に
道

具
を
子
供
な
り
に
扱
う
…
…
そ
ん
な

工
夫
を
し
て
み
て
下
さ
い
。
箸
、
ス

プ
ー
ン
、
棒
の
類
、
ナ
イ
フ
、　
ハ
サ

ミ
、
金
槌
、
ス
コ
ッ
プ

ｅ
ｔ
ｃ
…
…
。

ボ
ー
ル
遊
び
…
…
初
歩
的
な

「受

け
渡
し
」
「転
が
し
合

い
」
に
ピ
ン

ポ
ン
の
バ
ッ
ト
の
た
ぐ
い
を
プ
ラ
ス

し
て
み
て
下
さ
い
。
柄
の
短
か
い
ラ

ケ
ッ
ト
、
三
、
四
歳
に
な
れ
ば
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
Ｏ
Ｋ
…
…

こ
の
道
具
で
、
ま
り
の
転
が
し
い
合

い
を
や
っ
て
み
て
下
さ
い
。
部
屋
の

中
で
も
庭
さ
き
で
も
、
転
が
し
合
い

な
ら
す
ぐ
で
き
ま
す
。

子
供
達
は
す
ぐ
に

「ラ
ケ
ッ
ト
の

長
さ
」
を
覚
え
ま
す
。
大
人
の
何
倍

も
は
や
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
体
を
は
す

に
構
え
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
ヘ
ッ
ド
が
真

直
に
相
手
の
方
向
に
走
る
…
…
高
等

技
術
を
難
な
く
や
っ
て
の
け
ま
す
。

ま
り
が
、
ど
こ
に
こ
ろ
が
っ
て
く

る
…
…
と
い
う
予
見

（ア
ン
テ
ィ
シ

ペ
ー
シ
ョ
ン
）
に
従
っ
て
、
体
を
連

ぶ
順
応
の
度
合
も
大
人
と
は
比
較
に

な
ら
ぬ
ほ
ど
は
や
い
こ
と
に
気
付
く

で
し
ょ
う
。

や
が
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
で
ま
り
つ
き

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

が
で
き
れ
ば
、
ラ
ケ
ッ
ト
で
球
や
、

シ
ャ
ト
ル
を
、
上
方
に
つ
づ
け
て
っ

け
る
よ
う
に
な
る
の
に
、
時
間
は
か

か
ら
な
い
は
ず
で
す
。

因
数
分
解
の
で
き
な
い
者
に
方
程

式
は
と
け
ま
せ
ん
。

相
手
が
青
年
で
あ
ろ
う
と
、
大
人

で
あ
ろ
う
と
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
て
、

す
ぐ
に
バ
ー
ド
の
打
ち
合
い
が
で
き

る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
ケ
ッ
ト

の
長
さ
を
味
得
し
て
い
な
け
れ
ば
、

″
勇
み
足
″
を
し
な
い
よ
う
に

子
供
の
貴
重
な
才
を
伸
ば
す

熊
本
女
子
大
学
教
授

。
元
日
本
協
会
指
導
委
員
長

伊

藤
基

記

う
ま
く
当
る
は
ず
も
な
け
れ
ば
、
日

的
と
す
る
方
向
に
ラ
ケ
ッ
ト
、　
ヘ
ッ

ド
が
当
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
転
が
し
合
い
、
ま
り

つ
き
を
ラ
ケ
ッ
ト

（ま
た
は
そ
れ
に

近
い
も
の
）
で
楽
し
ん
で
、
道
具
の

長
さ
が
わ
か
っ
て
お
れ
ば
、
サ
ー
ビ

ス
や
、
そ
れ
に
つ
ヾ
く
、
打
ち
合
い

は
、　
い
と
も
簡
単
に
や
っ
て
の
け
る

も
の
で
す
。
歩
く
と
い
う
、
全
く
複

雑
な
運
動
を
生
後

一
年
前
後
で
や
っ

て
の
け
る
子
供
に
と
っ
て
、
ラ
ケ
ッ

ト
で
ま
り
や
バ
ー
ド
を
う
つ
と
い
う

こ
と
は
、
そ
ん
な
に
む
つ
か
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
は

「ラ
ケ

ッ
ト
の
長
さ
に
な
れ
る
道
順
」
を
ふ

ま。
せ．
る．
こ。
と，
で．
す。
。
し
か
も
、
こ
の

道
順
を
子
供
達
は
少
し
も
面
倒
が
り

ま
せ
ん
。　
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
全

く
楽
し
く
て
し
よ
つ
が
な
い
お
遊
び

な
の
で
す
。

こ
の
遊
び
の
間
に
先
述
し
た
ラ
ケ



ッ
ト
の
長
さ
を
覚
え
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
球
や
バ
ー
ド
と
体
と
の
距
離
、

ス
イ
ン
グ
に
応
ず
る
体
全
体
の
協
力

（各
間
接
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、

体
の
各
部
が
う
ま
く
捻
転
さ
れ
て
力

が
ま
と
ま
る
こ
と
や
、
パ
ラ
ン
ス
を

た
も
つ
こ
と
）
と
い
つ
、
大
人
に
な

っ
て
か
ら
で
は
、
何
年
も
か
か
る
こ

と
を
、
わ
ず
か
の
日
数
で
、
頭
で
な

く
、
体
で

（感
覚
で
）
覚
え
て
し
ま

つヽ
の
で
す
。
力
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

よ
い
音
が
し
た
り
、
一局
く
遠
く
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
全
く
地

味
な
外
観
で
す
し
、
相
手
を
す
る
も

の
に
と
っ
て
は
退
屈
な
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、　
一
般
の
方
々

は
、
乳
幼
児
の
た
め
に
、
あ
え
て
こ

の
機
会
、
こ
つ
し
ヽ
、
つ

「場
」
を
積
極

的
に
つ
く
ろ
う
と
は
し
ま
せ
ん

相
手
を
す
る
の
が
わ
ず
ら
わ
し
け

れ
ば
、
せ
め
て
、
道
具
だ
け
で
も
、

子
供
の
お
も
ち
ゃ
の
仲
間
い
り
を
さ

せ
て
、
身
近
か
な
と
こ
ろ
に
お
い
て

や
る
こ
と
で
す
。
子
供
は
本
能
力
に

動
く
も
の
、
弾
む
も
の
、
道
具
で
も

の
を
押
し
た
り
、
た
た
い
た
り
、
打

ち
や
る
こ
と
を
こ
の
む
も
の
で
す
か

ら
、
大
人
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
、

こ
の
貴
重
な
感
覚
が
芽
ば
え
て
い
る

こ
と
も
多
い
わ
け
で
す
。

さ
て
こ
こ
で
注
意
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
、
そ
れ
球
だ
、
そ
れ
ラ

ケ
ッ
ト
だ
、
そ
れ
パ
ー
ド
だ
、
持
ち

方
は
こ
う
だ
、
振
り
方
は
こ
ん
な
に

と
、
子
供
を
攻
め
つ
け
な
い
で
下
さ

い
。
植
物
の
芽
に
、
肥
料
を
ぶ
つ
か

け
て
、
引
っ
張
り
伸
ば
す
よ
つ
な
こ

と
は
さ
け
て
下
さ
い
。
熱
心
だ
、
関

心
が
深
い
な
ど
と
い
わ
れ
る
親
ご
さ

ん
方
の
中
に
は
、
往
々
に
し
て
、
こ

の

「勇
み
足
」
の
愚
を
お
か
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
な
る
べ
く
、
子
供

の
自
然
な
遊
び
と
し
て
、
「放
し
飼

い
」
的
に
も
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
秘
訣

で
す
。
間
違
っ
て
も

「押
し
つ
け
」

に
な
ら
な
い
よ
つ
に

「子
供
自
ら
の

細
胞
分
裂
」
は
ど
ん
な
に
尊
重
し
て

も
尊
重
し
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「見
つ
め
る
鍋
は
た
ぎ
ら
な
い
●

の
た
と
え
の
通
り
、
あ
ま
り
子
供
を

見
つ
め
て
、
千
捗
し
ま
す
と
、
逆
効

果
に
な
り
ま
す
の
で
要
注
意
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
子
供
達
は
大
変
に

「移
り
気
」
で
あ
る
こ
と
も
計
算
に

い
れ
て
お
い
て
下
さ
い
。

「あ
ら
も
う
、
や
め
る
の
し
な
ど

と
、
追
い
つ
め
な
い
よ
う
に
。　
一
つ

の
こ
と
に
し
っ
く
り
取
り
く
ん
で
頑

張
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
年
期
以
後

の
し
か
も
、　
一
時
的
に
な
り
や
す
い

現
象
で
あ
っ
て
、
幼
児
に
は

「気
が

む
い
た
ら
」
の
程
度
で
よ
ろ
し
く
。

子
供
が
道
具
に
お
っ
か
け
ら
れ
る

の
で
な
く
て
、
子
供
が
道
具
を
追
い

か
け
る
の
が
よ
ろ
し
い
。

ラ
ケ
ッ
ト
遊
び
も
、
乳
幼
児
の
頃

今
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
回
し
て
い
る
と

思
っ
た
ら
、
も
つ
何
か
外
の
こ
と
を

し
て
い
る
…
…
、
二
、
三
日
せ
が
ん

だ
か
と
思
え
ば
、
あ
と
、
何
日
も
忘

れ
て
い
る
…
…
と
い
つ
よ
う
に
、
間

歌
的
に
、
し
か
も
甚
だ
不
規
則
に
、

気
ま
ぐ
れ
的
に
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
。

本
当
に

「楽
し
ん
で
」
い
た
の
で

あ
れ
ば
、
必
ず
再
現
し
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
…
…
幼
児
の

頃
に
ラ
ケ
ッ
ト
遊
び
を
し
て
い
て
、

小
学
校
時
代
に
、
何
か
の
時
に
、

バ
ー
ド
を
打
た
し
て
も
ら
っ
た
ら
、

案
外
う
ま
く
当
っ
た

（当
る
は
ず
で

す
幼
児
の
頃
の
ホ
ン
の
ち
ょ
っ
と
し

た
遊
び
の
中
で
も
、
長
さ
を
覚
え
て

い
た
の
で
す
か
ら
）、
し
ば
ら
く
や

み
つ
き
に
な
っ
て
…
…
ま
た
断
絶
し

た
よ
つ
に
見
え
た
が
、
入
学
し
た
高

校
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
あ
っ
た
の

で
、
入
部
し
た
…
…
も
と
も
と
素
地

が
あ
っ
て
…
…
た
ち
ま
ち
頭
角
を
あ

ら
わ
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
多
い
の

で
す
。
だ
か
ら
、
ラ
ケ
ッ
ト
遊
び
ば
か
り

を
…
…
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
外

の
遊
び
を
と
び
ま
わ
り
、
浮
気
を
し

な
が
ら
、
時
々
、
ま
い
も
ど
る
…
…

そ
の
た
び
に
程
度
が
あ
が
っ
て
い
る

…
…
綜
合
的
な
体
力
づ
く
り

（子
供

達
に
と
っ
て
は
総
て
が
遊
び
）
の
中

に
、
む
つ
か
し
い
言
葉
で
す
が

「止

揚
」
さ
れ
て
ゆ
く
の
が
理
想
の
姿
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

チ
ョ
ッ
ト
使
っ
た
ら
、
す
ぐ
放
り

だ
し
て
し
ま
う
、
も
っ
た
い
な
い
、

躾
の
上
か
ら
好
ま
し
く
な
い
…
…
な

ど
と
力
ま
な
い
で
、
し
ば
ら
く
、
袋

に
い
れ
て
、
し
ま
っ
て
お
い
て
下
さ

い
。
ま
い
た
種
は
必
ず
、
芽
を
だ
し

ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
見
て
、
袋
か
ら

と
り
だ
し
、
相
手
に
な
っ
て
み
て
下

さ
い
。
乳
幼
児
、
少
年
達
の
素
晴
ら

し
い

「細
胞
分
裂
」
を
信
ず
る
こ
と

で
す
。
私
は
、
体
育
指
導
者
と
し
て

の
四
十
年
の
歳
月
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
て
、
こ
の
信
念
こ
そ
が
私
を
支
え

て
き
た
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
な
か

っ
た
と
、
六
十
の
坂
を
越
し
て
、
つ

く
づ
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ラケットの長さになれさせよう

、、（̈一″）

し

押しつけはいけません

ノ
ツ
っ



ベ
テ
ラ
ン
三
宅
単
複
制
す

女
子
は
若
手
頑
張
り
石
田
が
独
占

第
１９
回
岡
山
県
会
長
杯
争
奪
春
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

（
一
般

の
部
）
は
、
４
月
１８
日
、
２５
日
の
両

日
岡
山
大
学
清
丞
記
念
館
で
行
わ
れ

た
が
、
男
子
は
ベ
テ
ラ
ン
が
活
躍
し
、

シ
ン
グ
ル
ス
で
三
宅
勝
が
６
年
ぶ
り

２
回
目
の
優
勝
を
と
げ
、
ダ
ブ
ル
ス

で
も
三
宅
が
柳
本
尭
敏
と
組
ん
で
５

年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝
を
は
た
し
た
。

一
方
、
女
子
は
若
手
が
頑
張
り
、

日
女
体
大
Ｏ
Ｇ
の
石
田
雅
子
が
単
複

に
好
プ
レ
ー
を
展
開
し
、
み
ご
と
に

優
勝
し
た
。
石
田
は
シ
ン
グ
ル
ス
は

２
年
連
続
の
２
回
目
、
ダ
ブ
ル
ス
は

楔

時

◆
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

上
野

・
芳
上

（三
井
）
１５
‐
３
、
１５

１
８
片
山

。
田
中

（岡
山
Ｏ
Ｂ
）、

三
宅

。
柳
本

（教
員
ク
）
１５
‐
Ｈ
、

‐５
‐
７
諏
訪

・
門
屋

（岡
大
）

▽
決
勝

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

林

・
東

（岡
大
）
１５
‐
１
、
‐５
‐
０

難
波

・
灘
波

（川
鉄
）、
石
田

・
林

（県
教
委
・
山
陽
教
）
１５
‐
４
、
１５

１
２
日
原

・
林

（山
陽
短
大
）

▽
決
勝
石林田
２
⌒‐５‐５‐‐４３）０　絲

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
全
石
川
は
さ
る

二
月
に
韓
国
を
訪
問
し
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
の
全
韓
国
と
対
戦
、
４
１

３
で
勝
ち
初
の
海
外
遠
征
を
も
の
に

し
た
。
こ
の
親
善
試
合
は

「バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
通
じ
て
友
好
を
深
め
る
と

と
も
に
、
技
術
の
交
流
を
は
か
ろ
う

―
」
と
韓
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
か

ら
の
申
し
入
れ
で
実
現
し
た
も
の
で

大
い
に
成
果
を
あ
げ
た
。
以
下
は
選

手
団
長
、
中
島
寿
福
県
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
理
書
長
の
韓
国
訪
間
調

遠
い
と
思
っ
て
い
た
日
本
海
の
向

こ
う
の
韓
国
は
意
外
と
近
か
っ
た
。

大
阪
か
ら
飛
行
機
で
わ
ず
か

一
時
間

四
十
分
の
旅
で
ソ
ウ
ル
金
浦
空
港
に

着
い
た
。

韓
国
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
は
、
昨

年
十
二
月
に
東
京
で
の
ト
マ
ス
杯
ア

ジ
ア
ゾ
ー
ン
２
回
戦
で
日
本
に
９
１

０
と
完
販
し
た
た
め

「役
員
が
総
辞

職
し
た
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
入
国

手
続
な
ど
で
心
配
さ
れ
た
が
、
曹
副

会
長
や
韓
総
務
理
事
ら
が
出
迎
え
て

お
リ
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
役
員
総
辞

職
の
割
に
は
―
と
思
っ
た
が
、
協
会

長
は
朴
大
統
領
の
片
腕
と
言
わ
れ
る

韓
決
申
検
事
総
長
で
あ
り
、
国
自
体

が
強
化
に
か
な
り
力
を
入
れ
て
い
る

事
が
わ
か
っ
た
。
事
実
、
選
手
た
ち

の
プ
レ
ー
に
対
す
る
意
気
込
み
は
大

変
な
も
の
だ
っ
た
。

対
戦
し
た
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
は
、
プ
レ
ー
そ
の
も
の
が
荒
く
、

技
術
的
に
は
今

一
歩
の
感
は
あ
っ
た

が

″日
本
に

一
歩
で
も
近
づ
こ
つ
″

と
い
う
こ
と
か
ら
ま
し
め
な
プ
レ
ー
、

パ
ヮ
ー
に
あ
ふ
れ
た
ゲ
ー
ム
運
び
な

ど
気
力
の
充
実
が
十
分
感
じ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
だ
け

で
は
な
い
よ
つ
だ
報
も
と
も
と
韓
回

の
競
技
人
口
は
多
い
こ
と
は
知
っ
て

い
た
が

″
バ
ド
キ
チ
″
の
多
く
い
る

の
に
は
お
ど
ろ
い
た
。
そ
れ
は
朝
起

き
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
愛
好
者
が
多
い

こ
と
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
金
沢
の
早

朝
野
球
と
同
じ
よ
つ
に
、
毎
朝
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
体
育
館
に
早
く
か
ら
好
き
な
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
。
そ
れ
が
も

う

一
つ
強
く
な
れ
な
い
の
は
指
導
者

が
い
な
い
た
め
ら
し
い
。
そ
れ
さ
え

解
決
す
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
選
手
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

た
。コ
ー
ト
の
中
で
は
両
チ
ー
ム
と
も

激
し
い
闘
志
を
見
せ
た
が
、
ゲ
ー
ム

が
終
わ
る
と
石
川
県
選
手
団
は
韓
国
一　
曖

ヽ
４
「
ど
訪
れ
、
日
本
製
ラ
ケ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
情
報
を
交

換
す
る
な
ど
、
互
い
に
な
ご
や
か
な

ム
ー
ド
だ
っ
た
。
ま
た
、
韓
国
協
会

の
歓
迎
会
で
は
郷
土
色
豊
か
な
民
族

衣
装
で
の
踊
り
や
歌
、
さ
ら
に
役
員

一
人
々
々
が
か
く
し
芸
を
扱
露
し
た
。

四
十
歳
以
上
の
人
は
日
本
語
が
巧
み

だ
が
、
香
林
坊
ブ

ル
ー
ス
が
と
び
出

し
た
の
に
は
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
た
。

石
川
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
と
し
て

は
初
め
て
韓
国
を
親
善
訪
問
し
た
が
、

両
協
会
の
役
員
、
選
手
の
交
換
は
終

始
友
好
的
で
あ
り
、
日
韓
親
善
の
第

一
目
的
が
果
た
せ
た
も
の
と
思
っ
て

い
る
。

各 地 の た よ り● 北 か ら南 か ら

柳 三

本宅

2

181015
1  1  1

171510

1

芳上

上 野

ι
響量 ΞI
2        2

1515  181015
1  1    1  1  1

0 0   1315 7

0      1

ι響省 ]を

▽
決
勝
〓一　宅
２
⌒‐５‐５‐‐２４）０
芳　上

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝

］
琲
）
７
ｏ
（財
）

教（椰陽２⌒‐‐‐‐‐‐２２）０大（与導騎

▽
決
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石　田
２
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日
韓
の
友
好
を
深
め
る

中
島
理
事
長
の
訪
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記
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なんどもなんども、世界のチャンピオンシップを日本に

はこんでくれたプレイヤー。バ ドミントンをする人なら

かならず、 しない人でもきっと知っているこの名前と顔
相沢マチ子。彼女は、ヨネックスのスタッフです。世界の

コートで勝ちぬいてきたその技を生かし、ラケツト作 り

をはじめとするあらゆる分野で、活躍 しているのです。

世界の トッププランド・ ヨネックスにふさわしい彼女の

活躍。また世界に、なにかが起 りそう。そしてあなたにも。
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=湯木・徳田両選手に学ぶ日で見る技術講座

①ハイクリヤー (徳田)

昨
年
の
第
７
回

ユ
ー
バ
ー
杯
大
会
に
起
用
さ

れ
て
か
ら
、
メ
キ
メ
キ
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
き

た
徳
田
敦
子
選
手

（
サ
ン
ト
リ
ー
）。

力
強
い
ス
ト
ロ
ー
ク
は
ポ
ス
ト
湯
木
の
ナ
ン

パ
ー
ワ
ン
。

欠
点
と
い
わ
れ
て
い
た
ベ
タ
足
の
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
の
弱
点
は
着
実
に
改
善

さ
れ
て
き
て
お
り
、
今
後
が
ま
す
ま
す
楽
し
み

で
あ
る
。

フ
ァ
イ
ト
を
外
に
あ
ら
わ
す
タ
イ
プ
だ
け
に

調
子
の
波
に
乗
る
と
力
で
押
し
ま
く
り
、
相
手

を
寄
せ
つ
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
反
面
ひ

と
た
び
歯
車
が
狂
う
と
連
続
ポ
イ
ン
ト
を
失
う

こ
と
が
あ
る
。
技
術
と
と
も
に
精
神
面
で
の
充

実
も
待
た
れ
る
。

こ
れ
は
シ
ャ
ト
ル
の
落
下
点
に
す
ば
や
く
は

い
っ
た
と
き
の
ク
リ
ヤ
ー
。
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②サイドハンドからのドライブ

Э ③ ② ①

⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ l_0

⑬ ⑮ ○ ○ l⑫ l

①

徳
田
選
手
は
パ
ワ
ー
が
あ
る
た
め
に
、
多
少

コ
ー
ト
の
奥
に
追
い
込
ま
れ
て
も
、　
Ｅ
一
に
態

勢
を
立
て
直
す
よ
う
な
反
撃
の
で
き
る
タ
イ
プ

で
あ
る
。

こ
の
ド
ラ
イ
ブ
も
そ
う
い
っ
た
感
じ
の
強
い

も
の
。
シ
ャ
ト
ル
に
対
す
る
視
線
、
足
の
運
び

ハ ト イ

か
ら
み
て
、

ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
で
コ
ー
ト
深
く
押

し
込
め
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ

ー
気
味
の
サ
イ
ド

ハ
ン
ド
か
ら
強
烈
な
ド
ラ
イ

プ
を
返
球
し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
ブ
は
別
名
ス
ト
レ
ー
ト
な
ど
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ネ

ツ
ト
す
れ
す
れ
の
高
さ
を
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
越

し
、
相
手
の
コ
ー
ト
深
く
、
あ
る
い
は
ボ
デ
ィ

ア
タ
ッ
ク
な
ど
に
有
効
な
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。

と
く
に
ダ
ブ

ル
ス
で
は
き
わ
め
て
多
く
用
い

ら
れ
、
こ
の
ス
ト
ロ
ー
ク
の
良
否
に
よ

っ
て
ダ

ブ

ル
ス
の
勝
敗
は
大
き
く
変
わ

つ
て
く
る
。
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③ドロップショツトをネットぎわへ返す

Э ③ ② |

⑤ ⑥ ⑦ ③ C ⑩

⑬ ⑮ 0 ○ ⑫ ①

徳
田
選
手
は
、
や
や
体
の
固
さ

（身

の
こ
な

し
だ
け
で
な
く
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
み
ら
れ

る
）
が
あ
る
た
め
、
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
で
打
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
ク
リ
ヤ
ー
や
ド
ラ
イ

ブ
で
深
く
攻
め
ら
れ
、
よ
う
や
く
返
し
た
と
こ

ろ
を
フ
オ
ア
の
前
に
落
と
さ
れ
る
と
、
か
な
り

苦
し
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
そ
の
フ
ォ
ア
の
前

へ
来
た
ド
ロ
ツ

プ

シ
ョ
ツ
ト
の
リ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

大
き
く
足
を
踏
み
だ
し
て
シ
ャ
ト
ル
に
向
か

う
と
こ
ろ
は
迫
力
十
分
。

し
か
し
、
力
を
う
ま
く
抜

い
て

ヘ
ア
ピ

ン
を

返
し
て
い
る
。

欲
を
い
え
ば
、
も
う
少
し
高
い
位
置
で
と
ら

え
て
、
ク
ロ
ス
に
相
手
を
ゆ
さ
ぶ
る
な
り
、　
ヘ

ア
ピ
ン
と
み
せ
か
け
て
プ

ツ
シ
ュ
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
写
真
で
み
る
限
り
で
は
打
点
が
低
す
ぎ

て
、
相
手
に
球
す
じ
を
読
ま
れ
て
し
ま
う
で
あ

ス
マ
つ
。
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④ドロツプシヨツトの返球と次のそなえ

今
度
は
な
な
め
前
方
か
ら
と
ら
え
た
湯
木
博

恵
選
手

（
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
の
ド
ロ
ッ
プ

シ
ョ

ツ
ト
の
レ
シ
ー
プ
。

前
ペ
ー
ジ
の
徳
田
選
手
に
比
べ
る
と
や
は
り

足
の
運
び
が
ス
ム
ー
ス
で
、
上
下
動
の
少
な
い

も
の
に
な

っ
て
い
る
の
は
さ
す
が
と
い
う

べ
き

で
あ
る
。

シ
ャ
ト
ル
に
ま

っ
す
ぐ
足
を
出
し
、
し
か
も

ヒ
ザ
に
は
余
裕
を
も
た
せ
、
次
の
態
勢

へ
の
移

行
を
楽
に
し
て
い
る
。
こ
こ
で
ヒ
ザ
が
突

っ
張

っ
て
し
ま
う
と
、
次

へ
の
移
行
が
む
ず

か
し
く

な

っ
て
し
ま
う
。

ラ
ケ
ッ
ト
で
シ
ャ
ト
ル
を
と
ら
え
た
瞬
間
の

絵
が
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
軽
く
ス
ナ
ッ
プ
を

き
か
せ
て
ヘ
ア
ピ
ン
を
返
し
、
相
手
が
そ
れ
を

ク
リ
ヤ
ー

（
ロ
ビ
ン
グ
）
で
逃
げ
て
く
る
の
を

み
て
、
す
ば
や
く
後
方
へ
足
を
運
ん
で
い
る
。

打
っ
た
ら
打
ち
っ
ば
な
し
で
は
な
く
、
常
に
先

ざ
き
を
考
え
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
あ

ラ^
″
。
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⑤ハイバツクからホームポジシヨンヘ,そしてもう1度ハイバツク

湯
木
選
手
の
パ
ツ
ク
ハ
ン
ド
ス

ト
ロ
ー
ク
は
、
そ
の
力
強
さ
と
安

定
感
で
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

と
く
に
ハ
イ
バ
ッ
ク
に
よ
る
ク
リ

ヤ
ー
や
、
バ
ツ
ク
ス
マ
ッ
シ
ュ
に

は
、
男
子
選
手
顔
負
け
の
も
の
を

も

っ
て
い
る
。

こ
の

一
連
の
写
真
は
、
し
つ
よ

う
に
バ
ッ
ク
サ
イ
ド
の
奥
を
攻
め

つ
け
ら
れ
な
が
ら
、
少
し
も
あ
わ

て
る
こ
と
な
く
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

巧
み
に
合
わ
せ
な
が
ら
足
を
運
び
、

ク
リ
ー
ン
ヒ
ツ
ト
し
た
も
の
で
あ

Ｚυ
。注
目
す

べ
き
は
、
④
か
ら
⑤

ヘ

移
る
と
き
の
、
ス
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ス
ナ
ッ
プ
を
き
か
せ
、

て
お
か
な
い
と
、
い
く
ら
肩
や
ひ

し
に
力
を
入
れ
て
も
シ
ャ
ト
ル
は

飛
ん
で
く
れ
な
い
。

そ
し
て
フ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
が
流
れ

る
こ
と
な
く
、
必
ず
右
足
に
重
心

を
か
け
て
コ
ー
ト
中
央
に
戻
れ
る

態
勢
に
な

っ
て
い
る
。
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ヽ
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⑥コートの後から前ヘ

今
度
は
側
面
か
ら
見
た
も
の
で

ハ
イ
バ
ッ
ク
を
返
し
て
か
ら
、
や

は
リ
バ
ツ
ク
サ
イ
ド
の
前

へ
落
と

さ
れ
た
シ
ャ
ト
ル
に
向

っ
て
足
を

運
ふ
と
き
。

や
は
り
、
バ
ツ
ク
ハ
ン
ド
の
手

首
は
さ
れ
い
に
返

っ
て
お
り
、
ヒ

ジ
も
曲
が

っ
て
い
な
い
。
そ
し
て

ネ
ッ
ト
ぎ
わ
に
落
と
さ
れ
た
シ
ャ

ト
ル
に
対
す
る
フ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
に

よ
く
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

笏
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②フオフハンドのクリヤー～バックハンドのクリヤー,そしてもう4度バックハンド

まずサープのレシープから始まる一連のフ

ットワーク。

相手のサープをバックラインを見ながらハ

イクリヤーで返 し、すばやくホームポジシヨ

ンにもどる。

そして次にやや逆モーションをつかれた形

でバックハンドの奥を攻められる。これはフ

ォアハンドで回り込む余裕がなくバツクハン

ドによってハイクリヤーを返している。

態勢はやや苦 しくなつてきているが、正確

にホームポジションヘもどろうとしている。

そこへ、もう 1度バックハン ドを攻められ

今度は、打つ瞬間に力をぬいて、 ドロツプシ

ョットを返 している。足の踏み出しと、運び

に注目。

① ⑭ ⑮

② ○ ⑩

③ ⑫ ○ ④

④ ① ⑬ ④

⑤ ⑩ ⑩ ②

⑥ ⑨ ⑩ ④

⑦ ③ ④ ②

メ /碁
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※ラケ ッ トお買上げの方先着 3,000名様 にラケ ッ ト掛 けを進呈致 します。

||
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●渋谷店
t,03-400-7390

世界で初めての

バ ドミントン

プロショップ

至
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●バスターミナル  寿

●横 浜店
t,045-651-2020

バ ドミントン

テニス
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第
４
回
全
日
本
実
業
団

・
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
抜
大
会

（団
体
戦
）
ｏ
東
京

電
電
東
京
と
日
本
女
子
体
育
大
学
が
制
す

土
田
み
ご
と
な
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
、
今
泉
を
倒
す

第
４
回
全
日
本
実
業
団

・
学
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
抜
大
会

（団
体
戦
）

は
４
月
１８
日
、
東
京
板
橋
区
立
体
育

館
で
開
か
れ
た．
。

結
果
は
新
た
に
土
田
を
メ
ン
バ
ー

に
加
え
た
電
電
東
京
と
、
層
の
厚
さ

で
安
定
す
る
日
本
女
子
体
育
大
学
が

優
勝
し
た
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
。

▼
男
子

一
回
戦

高
岡
市
役
所

３
１
２
　
日
本
大
学

知
剥
博
嘘
２
（‐５‐５
‐ ‐
２ ２
）
０
雌
林
秀
艦

鼎
卿
馴
野
２
（‐５‐５
‐ ‐
２．
）
０
安ノ‐、
帥
艦
己．

米
沢
和
男
２
（‐５‐８
‐ ‐
５‐４
）
０
山
本
秀
樹

関
村
順
治
１
（抑
神
神
）
２
伊
東
勝
之

米
原
照
男
０
⌒
‐２‐０
‐ ‐
‐５‐５
）
２
小
山
浩

一

法
政
大
学

　

４
１
１

電
電
北
海
道

噸尾融漱
‐
（９８‐５‐‐‐‐５‐５７）２鉢酬轍期

紳井麒は２⌒‐５‐５‐‐９４）０赫腋面に

原
　
敏
夫
２
⌒‐５‐５
‐ ‐
Ｈ
）
０
佐
藤
義
孝

辻
　
敏
弘
２
（‐５‐５
‐ ‐
８ ８
）
０
遠
藤
好
男

仲
尾
信

一
２
⌒‐５‐７
‐ ‐
８‐４
）
０
九
原
正
敏

電
電
東
京

　

３
１
２

日
本
体
育
大
学

馳噸靴麟２⌒‐５‐５‐‐６６）０輸機新
一茂

卸晰識
鵬
２
（‐５‐５
‐‐
４６）０淵
略隆勘

尾
崎
幹
雄
２
一‐５‐７６
‐‐１
４‐４‐５
）
・
須
藤
　
茂

野
本
綱
夫
０
⌒
４ ５
‐ ―
‐５‐５
）
２
舛
田
吉
光

町
田
秀
和
０
（‐０４
‐ ―
‐５‐５
）
２
岩
崎
盛
和

中
央
大
学

　

４
１
１

ト
ヨ
タ
自
エ

則鮒塩睾
・
（‐４‐５‐５‐‐‐‐７３‐７）２鉢叩順敷

仁
げ
膏
午
離簗
虚

西村正美２（‐５６‐５‐‐‐６‐５‐０）・谷口　寛

長
谷
川
博
之
２
⌒
‐５‐５
‐ ‐
・ ３
）
０
梶
川
博
之̈

管　敏明２（‐７‐５‐‐‐６９）０川信信之

請畔融鰯所
３１１　法政大学

知
細
博
蛇
２
（‐５‐５
‐ ‐
・ ９
）
０
憮
尾
前

一夫

期卿馴蹄
．
（９７‐５‐‐‐‐５‐５４）２跡井麒
燎

米沢和男２⌒‐５‐５‐‐８２）０原　敏夫

今泉　勉２（‐７‐５‐‐‐５６）０辻　敏弘

米原照男　⌒噸ち切）
仲尾信
一

電電東京
　
３１０　
中央大学

馳嘲轄絆２⌒‐５‐５‐‐６５）０瓢鮒版鞣

卸晰識鵬２（‐５‐５‐‐７７）０姫軽理嬬一

尾
崎
幹
雄
２
⌒
‐５‐５
‐ ‐
５ ６
）
０
長
谷
川
博
幸

土
田
証
雄
　
⌒噸
ち
切
）

西
村
正
美

田
所
光
男
　
（町
ち
切
）

管
　
敏
明

”
職
一炒
泉
　
３
１
２

一局
岡
市
役
所

馳岬靴酵‐（・７‐５‐‐‐‐５‐５‐‐）２知鶏博慶

卸晰識鵬２（‐５７‐５‐‐‐‐０‐５７）・躙卿馴蹄

尾
崎
幹
雄
０
⌒８ ９
‐ ―
‐５‐５
）
２
米
沢
和
男

土
田
証
雄
２
一
‐５‐８‐‐
‐‐‐
４‐６‐５
）
・
今
泉
　
勉

田
所
光
男
２
⌒
‐５‐５
‐ ‐
‐２５
）
０
米
原
照
男

▼
女
子

一
回
戦

日本女子体青大学３１２旭光学益子

グ
ザ
⌒‐‐５‐‐５９３）０腱
野

鵬
評
０（６‐４‐‐‐５‐７）ふ
堪
拝

千
葉
陽
子
２
（‐‐‐‐
卜
４ ４
）
０
日
向
野
藤
枝

松
田
敦
子
０
（８ ２
‐ ―
‐‐１‐
）
２
沼
能
久
子

近
一藤
小
織
２
⌒‐‐‐‐
‐ ‐
・ ６
）
０
藤
井
由
美
子

日
本
体
育
大
学
３
１
２
　

電
電
東
京

靱
軒０（９５‐―‐５‐５耳
罪

臥鞣膨し」２（‐５‐５‐‐８４）０耐財軌青

高
瀬
治
子
１
（９‐‐３
‐‐―
‐２６‐‐
）
２
石
崎
茂
子

日
山
裕
子
２
⌒‐‐‐‐
‐ ‐
・ ２
）
０
清
水
礼
子



大
塚
ソ
ノ
エ
，
（
‐‐‐‐
一‐ ‐
「
一
０
今
日
真
知
子

四
条
畷
短
大

３
１
２
ヨ
ネ
ッ
ク
番
桑
１
ツ

Ｔ
２囲
１晰

儲
齢
就
引
２
⌒
‐５‐５
‐ ‐
‐０‐‐
）
０
起
行
雌
侍

高
田
幹
子
２
（
‐‐８‐‐
‐ ― ‐
８‐‐．
）
．
陣
内
裕
子

植
野
恵
美
子
０
⌒
９ ７
‐ ―
‐‐１‐
）
２
栂
野
尾
悦
子

落
合
光
子
　
⌒
刹
州
刻
）

古
谷
成
代

河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
３
１
２
東
京
女
子
隻
軍

学^

磁

麻

却

聴

２

⌒
‐５‐５

‐ ‐

６ ９

）
０

な

騨

諦

新

略
嶽

鰤

評

０

（
６ ６

‐ ―

‐５ ‐５

）
２

輩

鯖

牌

族

池

田
美

加

２

⌒
‐‐ ‐‐

‐ ‐

８ ２

）
０

矢

口
洋

子

担
黎
企
壁
思
２

⌒
‐‐ ‐‐

‐ ‐

７ ２

）
０

沢
内
真
由
美

安

味

節

子

０

（
２ ３

‐ ―

‐‐ １‐

）
０

長

沢

広

美

【
負
聾
議
”
癸

学

３

１

０

日
本
体
青
大
学

分
黙

―‐９８）０砺葬

千
葉
陽
子
２
一‐‐８‐‐
‐―‐
４‐‐８
）
・
高
瀬
治
子

渡
辺
多
喜
子
　
⌒卸
ち ‐叫
］
）
　
松
田
美
恵
子

近
藤
小
織
　
⌒町
ち
切
）

日
山
裕
子

四
条
啜
短
大

３
１
２

河
崎
ラ
ケ
ッ
ト

鶴劇難引
０
⌒６９
‐―‐５‐５）２脱麻耕穂

酪齢勤軒２⌒‐５‐５‐‐・０）０厳努紳訴

高
田
幹
子
２
⌒‐‐‐‐
‐ ‐
８ ４
）
０
池
田
美
加

植
野
恵
美
子
０
⌒９ ４
‐ ―
‐‐１‐
）
２
湯
葉
総
け
吉
０

落
合
光
子
２
⌒‐‐‐‐
‐ ‐
０ ０
）
０
堀
江
厚
子

Ｆ
獄
謝
俸
青
大
学
３
１
〇
四
条
畷
短
大

瞑

２⌒‐７‐５‐‐‐５‐‐）ＯＴ

肝醸鵜吾２⌒‐５‐７‐‐７‐６）０儲始動引

近藤小織２（‐‐‐‐‐‐２３）０高田幹子

松千
田葉
敦陽
子子
2

151510
1  1  1

5 8 15

1

2量

鎌 {

書』
子  ギ

リ
場写Ii

5彗

全
英
選
手
権
大
会

（前
号
詳
報
）
で
二
位
と
い
う

大
健
闘
を
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
星

リ
ム

・
ス
ウ
ィ

。
キ
ン

｀

|ヨ ン~｀
｀ヽ 卜 ‐   1
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日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
で
は
、
指
導
者

と
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
た
め
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
刊
行
し
て
い
ま
す

（第
Ｉ
編

「競
技
規
則

一
〇
〇
問
集
」
第
Π
編

「大
会
運
営

一
〇
〇
問
集
」

第
Ⅲ
編

「審
判
に
関
す
る

一
〇
〇
問
集
し
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
指
導
者
は
も
ち
ろ
ん
、
選

手
の
方
々
は
必
携
の
書
と
い
え
ま
す
。
本
誌
で
も
以

前

「審
判
に
関
す
る

一
〇
〇
問
集
」
の

一
部
を
紹
介

い
た
し
ま
し
た
が
、
読
者
の
方
々
か
ら
の
お
問
合
せ

も
あ
り
、
ま
た
非
常
に
有
益
な
内
容
で
あ
り
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
愛
好
者

″
必
読
″
の
書
で
あ
り
ま
す
の
で
、

本
号
か
ら
再
び

「審
判
に
関
す
る

一
〇
〇
問
集
」
を

日
本
教
職
員
連
盟
の
多
年
の
ご
努
力
と
そ
の
労
作
に

敬
意
を
表
し
つ
つ
連
載

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
原
本
は
ヨ
コ
書
き
で
す
が
、
本
誌
は
タ
テ

書
き
で
あ
る
た
め
、
原
本
の
表
現
を

一
部
変
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

（
た
と
え
ば
、
「
下
記

の
通
り
」
を

「別
記
の
通
り
」
な
ど
）
。

ま
た
、
こ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
シ

リ
ー
ズ
の
お
問
合
せ
等
は
、　
ハ
ガ
キ
で

〒

一
七
六
　
東
京
都
練
馬
区
旭
丘

一
の
五

一　

電
話

〇
三
―
九
五
三
―
〇
五
七

一　

日
本
教
職
員
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
連
盟
事
業
部
ま
で
。

第

１
章

審

判

員

間
１
　
審
判
員
も
大
会
役
員
だ
と
思
い
ま
す
が
、
他

の
役
員
と
の
関
係
を
教
え
て
下
さ
い
。

笈
目　
大
会
の
運
営
に
あ
た
る
役
員
は
、
○
総
務
○
競

技
○
審
判
の
三
本
の
柱
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

（規
定
第
４
章
役
員
の
項
参
照
＝
注

。
規
定
は
大
会

運
営
規
定
の
略
）
し
た
が
っ
て
、
審
判
員
は
大
会
役

員
で
す
。

問
２
　
審
判
員
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の
で

す
か
。

笈
自
　
審
判
長
、
副
審
判
長
、
主
審
、
サ
ー
ビ
ス

・
ジ

ャ
ッ
ジ
、
線
審
の
五
種
類
で
す
。
（規
定
１７
条
）

間
３
　
副
審
と
い
う
の
は
な
い
の
で
す
か
。

穴
日
　
以
前
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四
〇
年
に
な

く
な
り
ま
し
た
。
副
審
は
ラ
ケ
ッ
ト
の
フ
レ
ー
ム
で

シ
ャ
ト
ル
を
打

っ
た
と
き
、
フ
ォ
ル
ト
で
あ

っ
た
頃

に
は
必
要
で
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ル
ト
を
厳
正
に
判
定

す
る
た
め
に
、
主
審
以
外
に
、
主
審
の
反
対
側
に
位

置
す
る
副
審
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。
昭
和
二
九
年

に
競
技
規
則
が
変

っ
て
、
フ
レ
ー
ム

・
シ
ョ
ッ
ト
が

フ
ォ
ル
ト
で
な
く
な

っ
た
の
で
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
副
審
も
廃
止
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

間
４
　
よ
く
点
数
を
示
す
係
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
人
も
審
判
員
で
す
か
。

本
目　
審
判
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
会
の
競
技
委
員

長
の
も
と
に
あ
る
点
数
表
示
係
で
す
。
し
か
し
、
ま

る
で
審
判
員
と
同
じ
に
見
え
る
く
ら
い
主
審
と
協
同

し
て
任
務
を
遂
行
す
る
大
切
な
役
目
の
人
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
観
客
に
見
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
す
る
た
め

に
、
ど
の
大
会
で
も
な
る
べ
く
こ
の
係
を

つ
け
て
ほ

し

い
も
の
で
す
。

問
５
　
審
判
員
は
誰
が
、
き
め
る
の
で
す
か
。

笈
口
　
そ
の
大
会
の
主
催
者
側
で
任
命
し
ま
す
。
（規

定
１８
条
）
主
管
者
が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
主
管
者

が
決
め
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
第
Ⅱ
編
の
間
４５
で
お

話
し
し
ま
し
た
ね
。

間
６
　
審
判
員
に
は
、
ど
う

い
う
人
が
な
れ
ま
す
か
。

答
　
審
判
員
は
、
原
則
と
し
て
公
認
審
判
員
が
あ
た

り
ま
す
。
日
本
協
会
に
公
認
審
判
員
制
度
が
あ
り
ま

す
。
日
本
協
会
の
会
員
で
、
そ
の
検
定
に
合
格
す
れ

ば
、
公
認
審
判
員
の
資
格
が
と
れ
ま
す
。
公
認
審
判

員
に
は
１
級
か
ら
３
級
ま
で
あ
り
、
審
判
長
は
１
級

主
審
と
サ
ー
ビ
ス

・
ジ
ャ
ッ
ジ
は
２
級
以
上
、
線
審

は
３
級
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（規
定
１７
条
）

な
お
、
審
判
員
は
そ
の
大
会
の
出
場
者
以
外
の
第
二

者

で
定
め
る
と
い
う
条
項
も
あ
り
ま
す
。
（規
定
１８

条
）

間
７
　
公
認
審
判
員
の
３
級
か
ら
１
級
の
資
格
を
と

日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
編

審
判
に
関
す
る
１００
問
集



る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
。

答
　
３
級
公
認
審
判
員
は
支
部

（都
道
府
県
）
協
会

主
催
の
３
級
審
判
員
資
格
検
定
会
に
参
加
し
、
所
定

の
成
績
を
お
さ
め
、
地
区
公
認
審
判
員
資
格
審
査
委

員
会

（代
下
地
区
委
員
会
と
い
う
）
よ
り
申
請
さ
れ

た
者
、
２
級
お
よ
び
１
級
は
、
日
本
協
会
の
各
級
審

判
員
検
定
会
に
参
加
し
、
所
定
の
成
績
を
お
さ
め
申

請
さ
れ
た
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
検
定
会
で
は
学
科

試
験
と
実
技
試
験
が
あ
り
、
上
級
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
合
格
す
る
基
準
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
検

定
を
受
け
る
資
格
と
し
て
は
、
日
本
協
会
会
員
で
あ

る
こ
と
、
さ
ら
に
２
級
は
、
３
級
審
判
員
と
し
て
、

２
年
以
上
の
経
験
を
有
し
、
支
部
協
会
長
お
よ
び
地

区
委
員
会
の
推
薦
が
必
要
で
、
申
請
年
度
を
含
め
て

２
ヵ
年
以
上
継
続
し
て
日
本
協
会
会
員
で
あ
る
こ
と
、

１
級
は
２
級
審
判
員
と
し
て
３
年
以
上
の
経
験
と
、

申
請
年
度
を
含
め
て
３
ヵ
年
以
上
日
本
協
会
会
員
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
（審
査
規
定
８
条
、
９
条
、

１０
条
＝
注

・
審
査
規
定
は
公
認
審
判
員
資
格
審
査
委

員
会
の
略
）

間
８
　
検
定
会
に
つ
い
て
も
う
少
し
く
わ
し
く
説
明

し
て
下
さ
い
。

笈
目　
検
定
会
で
は
、
学
科
試
験
と
実
技
試
験
を
行
な

い
ま
す
。
審
査
規
定
１３
、
‐４
条
で
、
１
級
、
２
級
検

定
会
の
合
格
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。

（１
級
の
場
合
）

学
科
試
験
　
常
識
問
題
１０
点
、
規
則
問
題
２０
点
、

合
計
３０
点
と
し
、
こ
の
内
２７
点
以
上

実
技
試
験
　
規
則
、
コ
ー
ル
、
態
度
、
運
営
各
５

点
、
合
計
２０
点
と
し
、
こ
の
内
１８
点

以
上

（
２
級
の
場
合
）

学
科
試
験
　
常
識
問
題
５
点
、
規
則
問
題
１５
点
、

合
計
２０
点
と
し
、
こ
の
内
１８
点
以
上

実
技
試
験
　
１
級
と
同
じ

（
３
級
の
場
合
）

３
級
の
検
定
会
な
ら
び
に
検
定
方
法
は
地
区
委
員

会
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
だ
い

た
い
２
級
の
場
合
に
準
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
費
用
は
、
別
記
の
通
り
で
す
。

（以
下

次
号
）:1 言青 米| 公 認 料

1級審判員 200円 1000円

2級審判員 200円 円

3級審判員 200円 500円

●
体
裁
＝
Ａ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ
、
う
ち
カ

ラ
ー
ー
６
ペ
ー
ジ

●
主
な
内
容

第
Ｉ
部
＝
大
会
経
過
と
試
合
全
記
録

☆
必
勝
の
念
で
出
発
☆
波
乱
を
含
み
準
決
勝

へ
☆
ベ
ッ
ク
接
戦
の
末
敗
る
☆
日
本
つ
い
に

Ｖ
４
な
ら
ず
☆
ユ
ー
バ
ー
杯
チ
ー
ム
合
宿
記

☆
観
戦
記

・
決
勝
全
ス
ト
ロ
ー
ク

・
プ
レ
ー

第
Π
部
＝
ユ
ー
バ
ー
杯
奪
還
対
策
を
さ
ぐ
る

☆
こ
れ
か
ら
の
若
手
育
成
が
肝
要

（小
宮
淳

宏
）
☆
選
手
よ
も
っ
と
自
分
に
き
び
し
く
あ

れ

（中
山
紀
子
）
☆
全
世
界
に
眼
を
向
け
よ

う

（福
井
正
康
）
☆
背
水
の
陣
で
総
力
を
あ

げ
て
が
ん
ば
ろ
う

（片
岡
輝
明
）
☆
第
７
回

ュ
ー
バ
ー
杯
大
会
日
本
チ
ー
ム
監
督
と
し
て

（小
飼
栄

一
）

第
皿
部
＝
オ
フ
・
ザ

・
コ
ー
ト

☆
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
の
一
年
間

（中
山
紀
子
）

☆

Ｓ

Ａ

Ｉ

Ｐ

Ｏ

Ｎ

？

？

？

（
福

井

正

康

）

☆

選
手
団
日
記

●
定
価
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
住
所

。
氏
名

・
申

込
部
数
を
明
記
の
う
え
、
左
記
あ
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

●
申
込
宛
先
＝
〒
１５０
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一

ノ

一
ノ

一
。
岸
記
念
体
育
会
館
内

。
日
本

バ
ド
ミ
ン
‐ト
ン
協
会
出
版
局

ユ
杯
係

代
金
後
払
い
に
て
発
売
中

ュ
ー
バ
ー
杯
奪
還
へ
の
道



＝
第
７
回
ュ
ー
バ
ー
杯
大
会
日
本
チ
ー
ム
監
督
と
し
て
＝
最
終
回

今
後
に
必
ず
生
か
し

た
い
敗
戦
の
教
訓

選
手

・
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝

小
飼
栄

一

34

本
稿
は
、
別
冊

「
ユ
ー
バ
ー
杯
奪

還
へ
の
道
」
に
掲
載
し
た
も
の
で
す

が
、
未
掲
載
の
前
二
回
分
の
ま
と
め

と
し
て
、
ま
た
別
冊
を
お
持
ち
で
な

い
読
者
の
方
々
の
た
め
に
、
一」
一」に

再
収
録
い
た
し
ま
す
。

今
回
を
も
ち
ま
し
て
、
「第
７
回

ユ
ー
バ
ー
杯
大
会
日
本
チ
ー
ム
監
督

と
し
て
」
の
連
載
を
終
了
い
た
し
ま

＋ソ
。

現
地
適
応
力
を
考
え
て
日
程
組
む

一
九
七
五
年
の
全
英
大
会
終
了
帰

国
後
の
合
宿
は
、
総
仕
上
げ
の
段
階

な
の
で
、
本
大
会
に
起
用
の
選
手
を

重
点
と
し
た
対
戦
を
組
み
、
好
ゲ
ー

ム
の
展
開
と
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
や
合

宿
開
催
地
の
関
係
者
ろ
満
足
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
湯
木

・
池

田
組
と
相
沢

・
竹
中
組
の
複
の
対
戦

は
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
を
み
せ
、

常
に

一
時
間
以
上
に
わ
た
る
熱
戦
と

な
り
、
ダ
ブ
ル
ス
の
起
用
の
目
途
が

た
ち
ま
し
た
が
、
万

一
の
場
合
を
考

え
て
第
ニ
ダ
ブ
ル
ス
を
中
山

・
西
尾

組
が
つ
か
え
る
よ
う
に
備
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
単
は
湯
木
以

外
は
誰
が
ぬ
さ
ん
で
て
い
る
の
か
、

合
宿
中
の
対
戦
で
は
予
想
も
出
来
な

い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
の

心
の
中
で
は
中
山
、
徳
田
、
西
尾
の

順
で
考
え
て
お
り
、
体
力
面
で
の
心

配
が
な
け
れ
ば
竹
中
の
起
用
も
考
え

て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
実
戦
だ
け
で
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
日
本
体
育
協
会
の
ス

ポ
ー
ツ
科
学
研
究
室
に
お
願
い
し
ま

し
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
気
候
の
条
件
を

想
定
し
て

「高
温
多
湿
下
の
運
動
」

の
実
験
を
し
て
い
た
だ
き
、
選
手
の

そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
適
性
を
測
定
し
て

も
ら
い
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
参
考
資

料
と
し
て
選
手
起
用
お
よ
び
現
地
で

の
適
応
日
数
等
を
考
慮
し
、
遠
征
日

の
決
定
を
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で

す
。選
手
起
用
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま

す
の
で
、
ま
ず
ジ
ャ
カ
ル
タ
入
り
の

日
を
い
つ
に
す
る
か
は

「高
温
多
湿

下
で
の
生
活
は
心
臓
の
働
き
に
大
き

な
負
荷
を
あ
た
え
る
が
、
適
応
は
日

常
生
活
な
ら
ば
四
～
五
日
で
成
立
さ

れ
る
と
い
わ
れ
、
運
動
を
す
る
に
し

て
も
十
日
程
度
で
快
適
条
件
下
と
同

程
度
に
運
動
が
出
来
る
よ
う
な
生
理

的
適
応
が
成
立
す
る
」
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
日
本
の
第

一
戦
が
六

月
二
日
、
そ
し
て
決
勝
が
六
月
六
日

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
適
応
日
数
を

考
え
、
五
月
二
十
五
日
を
到
着
日
と

決
め
た
の
で
す
。

長
足
の
進
歩

。
徳
田
起
用
を
決
め
る

さ
て
単
は
第
１
シ
ン
グ
ル
ス
湯
木

は
決
定
し
、
中
山
の
第
２
シ
ン
グ
ル

ス
も
確
定
し
た
の
で
す
が
第
３
シ
ン

グ
ル
ス
は
九
州
の
合
宿
時
か
ら
め
き

め
き
の
び
た
徳
田
が
、
最
後
の
日
立

戸
塚
の
〈
旦
値
で

一
応
当
確
と
な
り
ま

し
た
。
西
尾
は

一
つ
の
合
宿
中
で
も

好
、
不
調
の
波
が
大
き
く
、
ま
た
故

障
の
多
い
選
手
で
安
定
性
に
欠
け
る

の
で
つ
か
い
づ
ら
い
選
手
で
あ
り
、

池
田
、
竹
中
、
相
沢
は
複
に
専
念
さ

せ
る
方
が
良
い
結
果
を
得
ら
れ
る
も

の
と
判
断
し
て
、
私
の
頭
の
中
で
最

終
の
チ
ー
ム
編
成
を
し
ま
し
た
。

中
山
が
シ
ン
グ
ル
ス
に
専
念
し
だ

し
て
か
ら
、
多
く
の
選
手
が
中
山
の

復
調
に
つ
れ
て
萎
縮
し
、
後
退
し
て

い
っ
た
の
に
対
し
て
、
徳
田
は
逆
に

一
日
一
日
と
成
長
し
た
の
は
非
常
に

た
の
も
し
く
、
ま
た
、
高
温
多
湿
下

の
適
性
も
徳
田
が
最
も
良
い
結
果
が

得
ら
れ
た
こ
と
も
第
３
シ
ン
グ
ル
ス

に
起
用
す
る
因
に
な
っ
た
の
で
す
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
入
り
の
日
、
日
本
協

会
か
ら
の
連
絡
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協

会
に
届
い
て
お
ら
ず
、
た
め
に
通
関

に
手
間
ど
り
、
選
手
は
長
旅
の
疲
れ

と
緊
張
が
重
な
り
、
加
え
て
出
迎
え

が
な
い
た
め
ホ
テ
ル
も
不
明
で
到
着

早
々
に
何
か
つ
ま
づ
い
た
観
が
あ
っ

て
、
前
途
に
不
安
を
い
だ
か
せ
た
の

は
非
常
な
不
手
際
だ
と
思
い
ま
す
。

翌
日
、
早
速
練
習
に
出
か
け
た
の

で
す
が
、
初
夏
の
日
本
に
比
べ
れ
ば

さ
す
か
に
暑
い
と
感
じ
ま
し
た
が
考

え
て
い
た
ほ
ど
で
も
な
く
、
ま
ず
ま

す
の
気
候
状
態
な
の
で

一
安
心
し
ま

し
た
。

期
待
に
こ
た
え
て
く
れ
た
徳
田

さ
て
い
よ
い
よ
ヵ
ナ
ダ
と
対
戦
す

る
こ
と
に
な
り
、
オ
ー
ダ
ー
の
提
出



に
な
っ
た
の
で
す
が
、
複
は
と
も
か

く
、
単
は
湯
木
、
竹
中
、
徳
田
と
だ

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
決
勝
の
相
手
に

中
山
の
出
場
を
さ
と
ら
れ
な
い
た
め

で
あ
り
、
特
に
決
勝
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
対
戦
す
る
と
な
る
と
わ
れ
わ
れ

は
湯
木
の
ト
ッ
プ
シ
ン
グ
ル
ス
を
は

ず
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
相
手

は
こ
れ
に
二
番
手
の
選
手
を
当
て
て

く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
し
て

日
本
の
二
番
手
に
自
国
の
ト
ッ
プ
を
、

二
番
手
に
二
番
手
を
と
い
う
よ
う
な

オ
ー
ダ
ー
を
作
る
こ
と
が
可
能
な
わ

け
で
す
。
英
国
が
あ
が
っ
て
き
て
も

同
じ
こ
と
が
い
え
る
わ
け
で
す
の
で
、

単
で
二
勝
を
す
る
た
め
に
は
、
自
衛

上
多
少
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を
す
る

必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

カ
ナ
ダ
戦
は
竹
中
対
ヤ
ン
グ
バ
ー

グ
の
シ
ン
グ
ル
ス
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
す
が
、
竹
中
の
動
き
が
悪
く
予
想

外
の
敗
戦
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
べ
・‘
フ
ン
ら
し

く
コ
ー
ト
上
の
風
に
よ
る
シ
ャ
ト
ル

の
流
れ
を
指
摘
し
、
そ
の
後
の
選
手

の
参
考
と
な
っ
た
こ
と
は
当
然
と
は

い
え
、
心
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。第
２
シ
ン
グ
ル
ス
は
徳
田
で
あ
り
、

初
出
場
と
い
う
こ
と
か
ら
心
理
的
な

影
響
を
心
配
し
た
の
で
す
が
、
よ
く

マ
イ
ペ
ー
ス
で
試
合
を
進
め
、
貴
重

な

一
勝
を
あ
げ
た
の
は
立
派
で
あ
り

よ
く
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。
彼
女
の

こ
れ
か
ら
の
選
手
生
活
の
中
で
大
き

な
経
験
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
世
界
的
な
選
手
に
大
成
す
る
基

礎
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
戦
は
竹
中
の
一
敗
だ
け
で

６
１
１
と
勝
ち
、
決
勝
に
進
出
し
た

の
で
す
が
、
こ
の
カ
ナ
ダ
戦
の
オ
ー

ダ
ー
か
ら
決
勝
に
お
い
て
も
中
山
の

単
で
の
出
場
は
な
し
と
推
測
し
、
複

で
の
出
場
も
５０
パ
‐
セ
ン
ト
程
度
と

相
手
チ
ー
ム
は
考
え
る
の
で
は
な
い

か
と
推
理
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
決
勝
の
相
手
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
英
国
か
と
、
試
合
当
日
ど
ち
ら

が
勝
つ
か
を
わ
れ
わ
れ
は
投
票
し
た

の
で
す
が
、
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
４

１
３
と
予
想
す
る
人
が
多
い
な
か
で
、

た
だ

一
人
中
山
だ
け
が
５
１
２
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
勝
ち
と
ず
ば
り
当
て
、

し
か
も
単
と
複
で
各

一
つ
し
か
英
国

は
と
れ
な
い
と
そ
の
内
容
ま
で
当
て

た
、
そ
の
畑
眼
に
は
お
ど
ろ
き
入
っ

た
次
第
で
す
。

カ
ギ
と
な
っ
た
相
沢

・
竹
中

決
勝
の
対
戦
国
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
決
ま
リ
オ
ー
ダ
ー
の
交
換
に
な
り

ま
し
た
が
、
す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ト
ッ
プ
は
テ
レ
シ
ア
、

セ
カ
ン
ド
が
タ
テ
ィ
、
ラ
ス
ト
を
ウ

タ
ミ
の
順
で
出
し
て
く
る
も
の
と
し

て
、
湯
木
、
徳
田
、
中
山
を
そ
れ
ぞ

れ
対
戦
相
手
を
決
め
て
い
た
の
で
す
。

オ
ー
ダ
ー
交
換
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
チ
ー
ム
ば
か
り
で
な
く
、
関
係
者

か
ら
中
山
の
出
場
に
つ
い
て
質
問
が

集
中
し
た
の
は
中
山
に
対
す
る
関
心

が
い
か
に
高
く
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
カ
ナ
ダ
戦
で
の
作
戦
が
な
け
れ

ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
オ
ー
ダ
ー
も
わ

れ
わ
れ
の
読
み
の
と
お
り
に
は
い
か

な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
山
と
ウ
タ
ミ
は
過
去
の
対
戦
は

す
べ
て
中
山
の
一
方
的
な
勝
ち
な
の

で
、
ウ
タ
ミ
に
は
中
山
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
の

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
た
な
ら

有
利
な
戦
い
が
出
来
る
と
判
断
し
て

お
り
ま
し
た
。
全
英
大
会
、
そ
し
て

対
英
国
戦
で
の
ウ
タ
き
は
安
定
し
た

プ
レ
ー
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
必

ず
中
山
は
こ
れ
を
破
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
、
湯
木
と
中
山
で
必
ず
シ

ン
グ
ル
ス
で
ま
ず
二
勝
を
収
め
る
こ

と
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

複
は
第

一
試
合
が
竹
中

・
相
沢
組

と
ミ
ナ
ル
ニ
・
レ
ジ
ナ
組
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
試
合
が
す
べ
て
を
決

す
る
こ
と
に
な
る
大
事
な

一
戦
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。

竹
中
は

一
般
的
に
親
分
肌
で
剛
胆

な
人
柄
と
受
け
と
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
私
は
竹
中
が
気
が
小
さ
く
、
憶

病
な
の
を
勝
気
な
性
格
が
こ
れ
を
隠

し
て
い
る
と
み
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

は
、
過
去
の
戦
績
や
ゲ
ー
ム
中
の
さ

さ
い
な
ミ
ス
を
気
に
し
す
ぎ
て
自
ら

墓
穴
を
掘
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ミ

ナ
ル
ニ
・
レ
ジ
ナ
組
に
二
連
敗
し
て

い
る
こ
と
の
心
理
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
が
大
変
気
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

特
に
心
理
面
の
影
響
が
大
き
い
サ
ー

ビ
ス
に
彼
女
が
自
信
を
も
っ
て
い
な

い
だ
け
に
心
配
で
し
た
。

相
沢
は

一
見
線
が
細
そ
う
で
す
が
、

意
外
と
図
太
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
物

事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
方
な
の
で
相
沢

の
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
ダ
ブ
ル
ス
の
勝
敗
が

次
の
ダ
ブ
ル
ス
に
大
き
く
作
用
す
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
是
非
と

も
勝
っ
て
湯
木

・
池
田
組
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
た
わ
け
で
す
。

何
と
し
て
も
４
１
１
で
勝
ち
た
い

第
２
ダ
ブ
ル
ス
の
湯
木

・
池
田
組

と
テ
レ
シ
ア

・
イ
メ
ル
ダ
組
の
一
戦

は
、
湯
木
の
闘
志
と
池
田
の
実
力
を

出
し
切
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い

ま
し
た
。

湯
木
は
デ
リ
カ
シ
ー
と
い
う
よ
り

ナ
ー
ヴ
ァ
ス
ネ
ス
な
面
が
あ
り
、
決

勝
の
雰
囲
気
が
異
常
な
状
態
の
な
か

で
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
過
去
の

事
例
か
ら
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
こ

の
ダ
ブ
ル
ス
の
時
が

一
番
エ
キ
サ
イ

ト
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

湯
木
の
フ
ァ
イ
ト
で
こ
の
雰
囲
気
を

克
服
し
、
神
経
質
に
な
る
こ
と
な
く

池
田
を
好
リ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。

池
田
は
数
回
の
海
外
遠
征
で
、
外

国
で
の
試
合
に
は
か
な
り
慣
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
決
勝
の
雰

囲
気
で
自
分
の
プ
レ
ー
が
出
来
る
か

と
心
配
し
て
い
た
の
で
す
。

日
本
で
開
催
さ
れ
た
二
回
の
ユ
杯

大
会
で
も
初
出
場
の
選
手
は
い
ず
れ

も
苦
杯
を
喫
し
て
お
り
、
湯
木
が
全

英
大
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た

年
の
初
防
衛
戦
で
、
ミ
ナ
ル
ニ
に
ス

ト
レ
ー
ト
負
け
し
た
こ
と
は
、
い
か

に
こ
の
雰
囲
気
を
克
服
す
る
こ
と
が

困
難
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ま
し
て
異
常
な
雰
囲
気
の
な
か
で

彼
女
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
力
を
出
せ

と
い
う
の
は
無
理
と
は
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

テ
レ
シ
ア

・
イ
メ
ル
ダ
組
は
デ
ン

マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
、
全
英
大
会
を
通

し
て
テ
レ
シ
ア
の
強
い
リ
ス
ト
を
き

か
せ
た
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
イ
メ
ル
ダ
の

早
い
タ
ッ
チ
で
ス
ピ
ー
デ
イ
な
攻
撃

で
強
敵
を
倒
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

攻
撃
を
い
か
に
か
わ
す
か
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
は
湯
木
の
落
ち
着
い
た
プ

レ
ー
に
よ
っ
て
ま
ず
池
田
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
し
て
テ
レ
シ
ア

・
イ
メ
ル
ダ
の
若

さ
に
つ
け
込
み
、
ミ
ス
を
出
さ
せ
る

ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
プ
レ
ー
を
期
待
し

た
わ
け
で
す
。

こ
の
第
２
ダ
ブ
ル
ス
ま
で
に
四
勝

を
あ
げ
決
着
を
つ
け
な
け
れ
ば
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
の
国
民
性
か
ら
み
て
、

会
場
内
の
雰
囲
気
は
ま
す
ま
す
異
常
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に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ

れ
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
選
手
団
の
精

神
状
態
は
極
度
の
緊
張
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
選
手
も
正
常

な
状
態
で
の
プ
レ
ー
は
出
来
な
く
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン

ト
が
露
呈
さ
れ
苦
戦
を
し
い
ら
れ
る

こ
と
は
必
至
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
私
は
４
１
０
は
あ
り
え
な

い
が
４
１
１
で
是
非
勝
ち
た
い
、
い

や
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

３
１
４
で
負
け
る
で
あ
ろ
う
と
の
予

想
も
し
て
い
ま
し
た
。

以
上
が
試
合
前
の
私
の
考
え
と
読

み
で
あ
っ
た
の
で
す
。

在
留
邦
人
の
応
援
に
フ
ァ
イ
ト
を
燃

や
す試
合
当
日
、
会
場
の
セ
ナ
ヤ
ン
ス

ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
付
近
に
は
戦
車
、
装

甲
車
を
配
備
し
て
の
一
段
と
も
の
も

の
し
い
警
備
を
み
て
、
こ
れ
は
す
ご

い
日
に
な
る
ぞ
と
い
や
な
雰
囲
気
を

感
じ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
い
る
と
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
駐
在
の
三
菱
商
事
、
ク
ラ
レ
そ
の

他
多
く
の
日
本
人
の
方
々
が
応
援
に

か
け
つ
け
て
お
ら
れ
、
非
常
に
心
強

く
思
い
ま
し
た
。

現
地
入
り
し
た
日
、
在
ジ
ャ
カ
ル

タ
日
本
人
会
に
応
援
を
お
願
い
致
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

国
民
感
情
を
刺
激
す
る
よ
う
な
組
織

動
員
は
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る

か
ら
と
の
こ
と
で
、
日
本
か
ら
の
応

援
団
と
現
地
の
わ
ず
か
な
人
の
応
援

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
わ
れ
わ
れ

に
大
勢
の
日
本
人
の
応
援
は
現
地
の

人
々
に
対
し
て
も
、
故
国
の
フ
ァ
ン

の
た
め
に
も
改
め
て
期
待
を
裏
切
っ

て
は
な
ら
な
い
と
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や

し
た
の
で
し
た
。

試
合
開
始
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
ジ

ャ
カ
ル
タ
特
別
市
の
長
官
か
ら
満
員

の
観
衆
に
対
し
て
節
度
あ
る
応
援
を

す
る
よ
う
に
と
の
ス
ピ
ー
チ
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
の
間
に
あ
る
バ
パ
ア
イ
ズ
ム

（長

老
に
対
す
る
尊
敬
と
服
従
の
習
慣
）

に
訴
え
て
規
律
あ
る
試
合
を
し
よ
う

と
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
の
努
力
と
誠
意
の
表
わ
れ
と
受

け
取
り
ま
し
た
。

事
実
、
こ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
が
恐

怖
を
感
ず
る
よ
う
な
野
次
や
、
激
し

い
怒
号
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
静
か
な
雰
囲
気

で
試
合
が
進
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

そ
れ
は
言
葉
で
は
表
わ
す
こ
と
の
出

来
な
い
く
ら
い
、
騒
が
し
さ
を
と
お

り
こ
し
た
壮
烈
な
騒
然
さ
の
な
か
で
、

プ
レ
ー
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

心
の
準
備
は
十
分
に
し
て
き
た
つ

も
り
で
も
、
実
際
に
コ
ー
ト
に
立
つ

と
周
囲
全
体
か
ら
の
圧
迫
感
か
ら
の

影
響
を
受
け
な
か
っ
た
選
手
は
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
状
態
の
な
か
で

試
合
ざ
始
ま
り
ま
し
た
。

湯
木
、
主
将
の
菫
責
は
た
し
て
完
勝

第

一
試
合
の
湯
木
と
テ
レ
シ
ア
の

単
は
湯
木
の
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
ー
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
テ
レ
シ
ア

が
対
英
国
戦
の
と
き
の
ギ
ル
ク
ス
と

の
好
試
合
ぶ
り
か
ら
、
前
半
苦
戦
を

し
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
た
の
で
す
が
、
さ
す
が
主
将

ら
し
く
慎
重
に
ゲ
ー
ム
を
運
び
、
第

２
ゲ
ー
ム
で
は
全
く
よ
せ
つ
け
ず
幸

先
の
よ
い
一
勝
を
あ
げ
ま
し
た
。

第
二
試
合
の
徳
田
と
タ
テ
ィ
は
も

し
か
し
た
ら
の
期
待
は
あ
り
ま
し
た

が
、
実
力
差
か
ら
い
っ
て
こ
の
一
勝

は
無
理
と
は
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

第
１
ゲ
ー
ム
の
中
盤
ま
で
互
角
に
渡

り
あ
い
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
Ｎ。
１
の

顔
色
を
な
く
さ
せ
、
場
内
を
わ
か
せ

た
の
で
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
不
足
か
ら

シ
ャ
ト
ル
を
追
う
の
が
精

一
杯
で
、

選
球
す
る
余
裕
が
な
く
、
か
な
り
の

ア
ウ
ト
ボ
ー
ル
に
手
を
出
し
て
、
こ

れ
が
体
力
の
消
耗
と
な
っ
て
後
半
は

得
意
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
乱
れ
、
点
差

を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
英
国
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
、

ベ
ッ
ク
を
力
で
倒
し
た
タ
テ
ィ
に
全

力
を
出
し
尽
く
し
て
善
戦
し
た
こ
と

は
高
く
評
価
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

中
山
に
観
衆
も
魅
了
さ
れ
る

第
二
試
合
は
至
宝
中
山
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
期
待
の
ウ
タ
ミ
の
一
戦
で
す

が
、
こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
な
い
い
か
た

と
な
り
ま
す
が
、
世
界
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
関
係
者
が
最
も
注
目
し
た
試
合

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

二
年
半
の
プ
ラ
ン
ク
を
、　
一
度
も

単
で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
参
加
す
る

こ
と
な
く
、
突
然
こ
の
よ
う
な
大
試

合
に
出
場
す
る
こ
と
は
前
例
も
な
く
、

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

り
、
相
手
の
ウ
タ
ミ
は
全
英
大
会
で

は
ベ
ッ
ク
を
破
リ
ベ
ス
ト
４
に
進
出

し
、
着
々
と
力
を
つ
け
て
い
る
選
手

で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
試
合
に
関
心

が
集
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
試
合
の
内
容
は
終
始
中
山
ペ

ー
ス
で
進
め
ら
れ
、
第
２
ゲ
ー
ム
の

後
半
に
な
か
な
か
ポ
イ
ン
ト
が
と
れ

ず
膠
着
状
態
と
な
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
を
辛
抱
強
く
切
り
抜
け
た
と
こ

ろ
な
ど
は
さ
す
が
か
つ
て
の
女
王
の

貫
録
十
分
で
し
た
。

ニ
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
打
っ
た
ス
マ

ッ
シ
ュ
は
わ
ず
か
二
本
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
シ
ブ
な
プ
レ
ー
に
徹
し
、
後
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
ク
リ
ヤ
ー
で
ウ

タ
ミ
の
ミ
ス
を
誘
う
ゲ
ー
ム
展
開
と
、

相
手
の
弱
点
を
的
確
に
つ
く
ヘ
ッ
ド

ワ
ー
ク
の
プ
レ
ー
に
、
観
衆
も
魅
了

さ
れ
、
こ
の
決
勝
戦
で
最
も
静
か
な

一
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
で
予
定
ど
お
リ
シ
ン
グ
ル
ス

で
二
勝
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
て
、

勝
利
に

一
歩
前
進
し
て
、
ダ
ブ
ル
ス

戦
に
移
っ
た
の
で
す
。

相
沢

・
竹
中
は
勝
っ
た
と
思
っ
た
が

複
の
第

一
試
合
、
相
沢

・
竹
中
組

が
コ
ー
ト
に
は
い
る
前
、
竹
中
の
顔

が
青
ざ
め
て
お
り
、
か
な
り
緊
張
し

て
い
る
状
態
な
の
で
、
楽
な
気
持
で

や
る
よ
う
に
声
を
か
け
た
の
で
す
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

竹
中
が
こ
の
よ
う
な
状
態
で
試
合

を
し
た
こ
と
を
、
私
は
ふ
と
思
い
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
昭
和
四
十
四
年

の
第
五
回
国
際
学
生
大
会
の
時
で
緒

戦
の
対
台
湾
チ
ー
ム
と
の
対
戦
の
と

き
に
、
相
沢
と
組
ん
で
の
ダ
ブ
ル
ス

で
、
こ
の
と
き
も
い
く
ら
声
を
か
け

て
も
だ
め
で
、
落
ち
着
く
の
を
時
間

を
か
け
て
待
つ
だ
け
で
し
た
。
そ
し

て
ゲ
ー
ム
開
始
後
ま
た
た
く
間
に
０

１
７
と
リ
ー
ド
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
自
分
を
取
り
も
ど
し
て
か
ら

は

一
方
的
な
試
合
と
な
り
１５
‐
７
、

‐５
‐
１
と
楽
勝
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

わ
け
で
す
。
し
か
し
そ
の
時
の
相
手

は
実
力
が
段
違
い
で
あ
っ
た
の
で
、

す
ぐ
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
に
持
ち
込

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
今
度
の

相
手
は
千
軍
万
馬
の
ミ
ナ
ル
ニ
組
で

あ
る
だ
け
に
不
吉
な
予
感
に
お
そ
わ

れ
ま
し
た
。

や
は
り
こ
の
不
安
は
適
中
し
、
ミ

ナ
ル
ニ
の
老
檜
な
プ
レ
ー
に
立
ち
直

る
間
も
な
く
、　
一
方
的
に
攻
め
ら
れ
、

第
１
ゲ
ー
ム
を
失
っ
た
の
で
す
が
、

後
半
や
っ
と
相
沢

・
竹
中
組
ら
し
い

プ
レ
ー
が
出
て
き
た
の
で
、
第
２
ゲ

ー
ム
が
勝
負
ど
こ
ろ
と
思
っ
て
お
り
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ま
し
た
。

そ
れ
は
英
国
戦
で
も
ミ
ナ
ル
ニ
の

ス
タ
ミ
ナ
が
ゲ
ー
ム
後
半
に
な
る
と

き
れ
て
苦
戦
を
し
て
お
り
、
特
に
第

２
ゲ
ー
ム
の
後
半
は
そ
れ
が
顕
著
で

あ
り
、
こ
こ
に
つ
け
こ
む
こ
と
が
出

来
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

や
は
り
思
っ
た
と
お
リ
ミ
ナ
ル
ニ

の
動
き
が
に
ぶ
く
な
リ
ミ
ス
が
多
く

レ
ジ
ナ
も
あ
せ
っ
て
自
滅
す
る
ケ
ー

ス
と
な
っ
て
ゆ
き
、
変
っ
て
相
沢

・

竹
中
組
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
よ
く
決
っ

て
、
こ
の
ゲ
ー
ム
を
取
る
こ
と
が
で

き
て
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
に
な
っ

た
の
で
す
。

こ
の
時
、
私
は
ほ
ぼ
こ
の
ゲ
ー
ム

を
手
中
に
し
た
か
に
思
っ
た
の
で
す

が
、
五
分
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
わ

ず
か
な
時
間
に
ミ
ナ
ル
ニ
が
あ
れ
ほ

ど
ま
で
に
回
復
す
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
。

ミ
ナ
ル
ニ
巧
妙
に
ペ
ー
ス
を
つ
か
む

第
３
ゲ
ー
ム
に
な
っ
て
ミ
ナ
ル
ニ

の
働
き
は
素
晴
ら
し
く
、
あ
っ
と
い

う
間
に
０
１
５
と
リ
ー
ド
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
ら
あ
た
り
が
ミ

ナ
ル
ニ
の
作
戦
の
巧
み
さ
で
、
こ
れ

で
こ
の
ゲ
ー
ム
の
主
導
権
を
に
ざ
り

ま
た
観
衆
も
よ
く
こ
の
状
況
を
つ
か

み
、　
一
段
と
激
し
い
応
援
に
な
り
ま

し
た
。
相
沢

。
竹
中
組
も
こ
れ
に
負
け
ず

に
頑
張
り
、
再
二
相
手
の
サ
ー
ビ
ス

を
つ
ぶ
す
の
で
す
が
、
こ
の
激
し
い

声
援
の
心
理
的
圧
迫
が
竹
中
の
サ
ー

ビ
ス
を
不
安
定
な
も
の
に
し
、
四
回

の
サ
ー
ビ
ス
で
１
点
の
割
で
し
か
得

点
で
き
ず
、
い
く
ら
相
手
の
サ
ー
ビ

ス
を
つ
ぶ
し
て
も
、
互
角
の
闘
い
に

し
か
な
ら
ず
、
最
初
の
５
ポ
イ
ン
ト

の
差
を
つ
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
貴

重
な

一
勝
を
も
ぎ
と
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
れ
で
２
１
２
と
な
っ
た
の
で
す

が
こ
れ
で
前
述
の
予
想
し
た
と
お
り

の
状
況
と
な
り
、
場
内
は

一
層
騒
然

と
な
っ
た
中
で
第
２
ダ
ブ
ル
ス
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
シ
ア

・
イ
メ
ル
ダ
組
は
若
い

だ
け
に
調
子
に
の
る
と
手
が
つ
け
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
反
面
く
ず
れ
や
す
い

脆
さ
も
あ
る
わ
け
で
、
重
責
に
よ
っ

て
萎
縮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
大
声
援
を
背
に
受
け

て
速
攻
に
つ
ぐ
速
攻
で
湯
木

・
池
田

組
に
第
１
ゲ
ー
ム
快
勝
し
た
の
で
し

た
。こ
の
異
常
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、

初
出
場
の
池
田
は
実
力
を
出
し
き
れ

ず
、
ま
た
湯
木
も
相
手
の
速
い
ペ
ー

ス
に
池
田
の
カ
バ
ー
ど
こ
ろ
か
、
自

分
の
こ
と
で
精

一
杯
と
な
り
、
な
す

す
べ
の
な
い
ま
ま
に
第
１
ゲ
ー
ム
が

終
っ
て
い
た
の
で
す
。

せ
め
て
第
２
ゲ
ー
ム
で
湯
木

・
池

田
組
ら
し
い
ダ
ブ
ル
ス
を
期
待
し
た

の
で
す
が
、
最
後
ま
で
浮
足
立
っ
た

池
田
を
庇
い
湯
木
は
必
死
の
頑
張
り

を
み
せ
た
の
で
す
が
、
テ
レ
シ
ア

・

イ
メ
ル
ダ
組
の
攻
撃
は
手
を
ゆ
る
め

ず

一
勝
を
あ
げ
ら
れ
２
１
３
と
り
―

ド
を
許
し
た
の
で
す
。

最
終
ダ
ブ
ル
ス
は
無
念
の
完
敗

角
番
と
な
っ
た
第
３
ダ
ブ
ル
ス
は

三
十
分
の
休
憩
の
後
開
始
さ
れ
ま
し

た
。湯
木

・
池
田
組
と
ミ
ナ
ル
ニ
・
レ

ジ
ナ
組
で
す
が
、
休
憩
中
幾
分
落
ち

つ
い
た
池
田
の
頑
張
り
に
期
待
し
た

の
で
す
が
、
ミ
ナ
ル
ニ
の
老
巧
な
プ

レ
ー
ニ
攪
乱
さ
れ
、
終
始
リ
ー
ド
を

さ
れ
続
け
、
第
１
ゲ
ー
ム
を
取
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ゼ
ー
ム
中
、
応
援
は
熱
狂
的

と
な
り
足
踏
み
ま
で
す
る
よ
う
に
な

り
、
到
底
冷
静
に
ゲ
ー
ム
を
み
つ
め

る
余
裕
は
湯
木
に
も
で
き
な
い
状
態

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
乗
じ
て
有
利
に
試
合
を
す

す
め
た
ミ
ナ
ル
ニ
は
、
ゲ
ー
ム
中
し

ば
し
ば
微
笑
を
う
か
べ
て
、
小
憎
ら

し
い
ほ
ど
余
裕
を
も
っ
て
い
た
の
で

は
も
う
勝
負
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。そ
れ
で
も
第
２
ゲ
ー
ム
で
湯
木

・

池
田
組
も
必
死
の
反
撃
で
追
い
す
が

り
、
観
衆
も
こ
の
こ
ろ
に
は
も
う
大

丈
夫
と
見
き
わ
め
た
の
か
、
度
の
過

ぎ
た
声
援
に
な
り
ま
す
と
、
自
粛
す

る
ほ
ど
観
衆
の
方
ま
で
余
裕
が
で
き

て
、
ゲ
ー
ム
終
了
と
な
り
、
万
事
休

し
た
の
で
す
。

勝
敗
は
決
し
ま
し
た
が
、
最
後
の

ダ
ブ
ル
ス
は
是
が
非
で
も
と
っ
て
、

せ
め
て
カ
ウ
ン
ト
を
３
１
４
に
と
思

っ
た
の
は
私
ば
か
り
で
な
く
、
選
手

も
同
じ
気
持
ち
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。こ
の
気
迫
が
ゲ
ー
ム
に
表
わ
れ
、

‐４
‐
Ｈ
と
ゲ
‐
ム
ポ
イ
ン
ト
を
に
ぎ

っ
た
の
で
す
が
、
七
度
の
チ
ャ
ン
ス

を
最
後
の
１
ポ
イ
ン
ト
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
出
来
な
く
、
遂
に
追
い
つ

か
れ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
も
ち
こ
ま
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
相
沢

・
竹
中
と
も

精
根
つ
き
は
て
、
こ
の
グ
ー
ム
を
失

い
、
第
２
ゲ
ー
ム
も
ず
る
ず
る
と
１５

点
を
連
取
さ
れ
、
屈
辱
の
０
点
で
試

合
が
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
最
後
の
ダ
ブ
ル
ス
が
日
本
チ

ー
ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
チ
ー
ム
を
対

照
的
に
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

日
本
チ
ー
ム
が
後
半
、
体
力
不
足

を
露
呈
し
、
ま
た
こ
れ
を
支
え
る
精

神
力
の
弱
い
の
に
対
し
て
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
後
半
に
底
力
を
発
揮
す
る

体
力
を
保
持
し
、
気
力
も
十
分
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
結
果
に
甘
ん
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

青
春
を
賭
け
て
く
れ
た
選
手
た
ち

し
か
し
、
こ
れ
は
結
果
か
ら
の
判

断
で
あ
っ
て
、
選
手
も
ス
タ
ッ
フ
も

四
連
覇
を
め
ざ
し
て

一
年
余
最
大
限

の
努
力
を
し
た
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。選
手
た
ち
は
自
費
で
選
手
団
の

一

員
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
専
門

ト
レ
ー
ナ
ー
を
同
行
し
た
の
も
、
ベ

ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
試
合
に
の

ぞ
む
た
め
で
あ
り
ま
す
。

私
は
青
春
を
シ
ャ
ト
ル
に
賭
け
、

ユ
杯
の
防
衛
に
貴
重
な
と
き
を
費
や

し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
げ
み
、
若

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
ん
で
く
れ

た
選
手
た
ち
と
非
力
な
私
を
全
面
的

に
支
持
し
、
難
事
に
あ
た
っ
て
く
れ

た
福
井
コ
ー
チ
、
中
山
コ
ー
チ
、
山

本
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
心
か
ら
の
尊
敬
と

感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
は
じ

め
全
国
の
後
援
し
て
下
さ
っ
た
皆
様

に
お
礼
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（一九
）
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◇
先
月
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
本
誌
の
定
価
を
三

〇
〇
円
に
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、　
一
年
間
の
予
約

購
読
料
も
こ
れ
に
伴
い
三
〇
〇
〇
円

に
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
＾

一
年
間
十
二
冊
三
六
〇
〇
円
の
と
こ

ろ
を
六
〇
〇
円
割
り
引
き
と
い
た
し

ま
す
。
ま
た
送
料
も
サ
ー
ビ
ス
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
便
利
な
年

間
予
約
購
読
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◇
現
在
、
発
送
事
務
を
順
次
機
械
化

に
切
り
換
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
住

所
変
更
の
際
は
お
早
め
に
、　
ハ
ガ
キ

で
、
旧
住
所
と
新
住
所
を
明
記
の
つ

え
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◇
ま
た
、
最
近
転
居
先
不
明
や
宛
名

不
完
全
で
戻
っ
て
く
る
場
合
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
友
人
の
方
な
ど

で
転
居
先
を
ご
存
知
の
方
は
、　
ハ
ガ

キ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
な
お
、
年
間
予
約
購
読
の
場
合
、

昭
和
五

一
年
度
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
会
員
登
録
を
各
都
道
府
県
協
会

を
通
し
て
完
了
さ
れ
た
方
に
は
、
年

間
二
八
〇
〇
円
に
さ
ら
に
割
り
引
き

と
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
は
、
お

申
し
込
み
の
際
に
、
購
読
料
払
込
用

紙
の
所
定
の
欄
に
、
日
本
協
会
会
員

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
会
員

番
号
は
各
都
道
府
県
協
会
に
確
認
の

う
え
、
正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◇
毎
年
製
作
し
、
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
本
誌

一
年
分
の
合
本
バ

イ
ン
ダ
ー
を
、
今
年
は
十
二
月
に
発

売
す
る
予
定
で
す
。
郵
送
料
は
実
費

を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
バ
イ
ン
ダ
ー
は

一
部
五
〇
〇

円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
発

売
ま
で
は
時
間
が
あ
り
ま
す
が
、
製

作
部
数
の
都
合
上
、
お
そ
れ
入
り
ま

す
が
、
予
約
受
け
付
け
を
開
始
い
た

し
ま
す
の
で
、　
ハ
ガ
キ
で
申
込
部
数

を
明
記
の
マ
え
、
編
集
部
あ
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

◇
現
在
、
本
誌
編
集
担
当
者
は
、
ほ

と
ん
ど
毎
日
、
取
材
等
で
外
出
し
て

お
り
、
ま
た
事
務
担
当
者
も
隔
日
の

作
業
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
誌

編
集
部
に
対
す
る
お
問
合
せ
等
は
、

お
手
数
で
す
が
、
往
復

ハ
ガ
キ
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
編
集
部
で
は
常
時
原
稿

。
写
真
の

ご
寄
稿
を
募
集
し
て
お
り
、
お
送
り

い
た
だ
い
た
も
の
は
で
き
る
だ
け
掲

載
す
る
よ
り
に
し
て
お
り
ま
す
が
、

原
稿

・
写
真
は
原
則
と
し
て
お
返
し

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー

・
焼
増

を
と
っ
た
う
え
で
な
ご
り
く
だ
さ
い
。

◇
８
月
２２
日

（日
）
代
々
木
第
二
体

育
館
で
、
第
２
回
全
日
本
男
子
オ
ー

ル
ス
タ
ー
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
行
な

わ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
次
号
で
。

＝
大
会
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
＝

◆
す
で
に
行
わ
れ
た
大
会

１
月
２４

・
２５
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
東
地
区
予
選
決
勝
Ｔ
昼
示
）

２
月
１
日
＝
第
５
回
国
際
競
技
大

会

（日
独
大
会
）
（会
津
若
松
）

２
月
８
日
＝
同
大
会

（函
館
）

２
月
Ｈ
日
＝
同
大
会

（東
京
）

２
月
１４

・
‐５
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
団
体
戦

（東
京
）

３
月
５
日
＝
第
７
回
全
日
本
女
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（青
歪
示
）

４
月
２

・
３
日
＝
ト
マ
ス
杯
大
会

ア
ジ
ア
地
区
予
選
決
勝

・
対
マ
レ

ー
シ
ア

（
マ
レ
ー
シ
ア
に
て
）

６
月
２５
～
３０
日
＝
全
日
本
実
業
団

選
手
権

（神
奈
川
県
藤
沢
市
）

◆
開
催
を
予
定
し
準
備
中
の
大
会

８
月
―
～
６
日
＝
全
国
高
校
総
合

体
育
大
会

（長
野
県
中
野
市
）

８
月
Ｈ
～
１５
日
＝
全
日
本
教
職
員

選
手
権

（東
京
都
）

８
月
１８
～
２０
日
＝
全
国
中
学
生
大

会

（仙
台
市
）

９
月
１２
～
‐５
日
＝
全
日
本
社
会
人

選
手
権

（宮
崎
市
）

１０
月
２５
～
２８
日
＝
国
民
体
育
大
会

（佐
賀
県
牛
津
町
）

Ю
月
２６
～
３‐
日
＝
全
日
本
学
生
選

手
権

（東
京
都
）

‐２
月
８
～
‐２
日
＝
全
日
本
総
合
選

手
権
個
人
戦

（東
京
都
）

５２
年
２
月
１９

・
２０
日
＝
全
日
本
総

合
選
手
権
団
体
戦

（東
京
都
）

第8巻第 5号  定価 220円バ ドミン トン界 第79号

本
誌
特
製
合
本
バ
イ
ン
ダ
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を
十
二
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に
発
売
つ
Ｌ
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先
月
か
ら

一
部
三
〇
〇
円

一
年
間
は
六
〇
〇
円
割
引
の
三
〇
〇
〇
円

日
本
協
会
登
録
会
員
は

一
年
間
二
八
〇
〇
円
に
―
―

ハ
ガ
キ
で
ご
予
約
を



カアルトンのシャトルコックは、ガチョウ羽根の長所を

完壁にとり入れました。一一羽根の特殊構造と硬めの

ヘッドは、ネットぎわのすばやいターンオーバーと正確

なスマッシュ、スピードを生むよう設計されております。

また、羽根の網目は、プレー中に自く見えやすいような

デザイン。ガチョウ羽根の伝統の良さを超え、他の類似

品を完全によせつけません。このすばらしい性能は、ナ

イロンシャトル (カ アルトンで研究。開発した特殊ナイ

ロン)の経済性を生かした、世界の傑作品です。一―

総輸入元 メトロレジャー株式会社
〒101東京都千代田区外神田5 6 4TEL(03)83336610

― ト ナメントーー1個 ¥280

どんなシャトルでも、打球の

瞬間は、写真のように変形

が起ります。これがたび重

なると、耐久性が弱まり、

飛翔状態に著 しく影響が

あらわれます。カアル トン

のシャトルは、ヘッドの内

部 (下記イラスト参照 )に回

転機構を採用し、この問題

を全て解決しました。一

ナイロンシャトルの決定版。水鳥以上牡 をもち、しかも、耐久性は

抜群。国産シャトルよりも少し高いですが、正しいパ ドミントンの

あの、経済的な協力者であることは、各国の関係者が

認めております.このニュートーナメントの絶大な

定評は、他の追従を許しません。

イカ ーナショナルーー1個 ¥220

性能的には、ニュートーナメントに比べ、やや劣りますが、

国産品とは比較にならな ■ヽまど、優れた性能をもち、しかも、

饉段は国産品と変りません。耐久性はニュートーナメントよりも

丈夫ですから、国産シャトルに比べ、大変にお得です。もちろん

試合球ですが、凛習用にもおすすめ致しまt
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ニュートーナメント:タ ーンオーバーが速い。白く見えやすい
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